
「農家民宿」、はじめました。

K A N O Y A  C I T Y  P U B L I C  R E L A T I O N S  

11
November

2017

No.285

特 集



▪	鹿屋市ホームページ
	 http://www.e-kanoya.net/
▪	鹿屋市公式 facebook
	 https://www.facebook.com/
	 Kanoya.City
▪	鹿屋市ラジオ広報番組
	 ＦＭかのや（77.2MHz）
	 （月～金曜日、8：05～と16：05～）
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ひと・まち・産業が躍動する「健康・交流都市 かのや」
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今月のカバー

関ヶ原

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

103,036人
49,305人
53,731人

45,506世帯
448.33㎢ 

平成29年10月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

（＋ 54）
（＋ 24）
（＋ 30）
（＋ 30）

◎上映時間（150分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円

問リナシティかのや　☎0994-35-1001

戦乱の世に終止符を打った「関ヶ原の戦
い」をテーマにした、司馬遼太郎原作・累
計部数590万部超の国民的ベストセラー
を、岡田准一、役所広司、有村架純など
の豪華キャストで映画化！

03	 �明日への扉	

假重 健二  さん
04	 �特集	

「農家民宿」、はじめました。
08	 街フォトスクラップ

11	 栃木県小山市と協定締結
12	 かのやで創業してみませんか!!

14	 認知症初期集中支援チーム

16	 障がい者ボランティア

18	 情報掲示板

23	 まちの保健室

24	 市民のひろば

25	 �地域おこし協力隊かのや活動レポート、	
今月のプレゼント

26	 スポットライト

27	 �大人の社会見学	
下方の六地蔵

特
別
割
引
券

割
引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
高
校
生
以
下
は
20
0円
）を
割
引し
ま
す
。

※
60
歳
以
上
の
人
は
割
引
対
象
外
で
す
。

関ヶ原

スヴニール・ドゥ・ルイ・アマード
波打つ花びらのオープンカップ咲きで、
強い香りが魅力。花名は “ルイ・アマード
の想い出 ”の意。名曲『バラはあこがれ』
の作詞者ルイ・アマードに捧げられたバラ。

～
11 25土

12 22金

赤いそば「高
たか

嶺
ね

ルビー」
かのやばら園内に咲く赤いそばの花。
NPO法人「ローズリングかのや」による
「みんなの赤そばプロジェクト」で育て
ているそばです。11月18日（土）には誰
でも参加できる「収穫体験」、12月には
「そば打ち体験」も予定されています。



明日への

扉
No.36

昭和53年志布志市（旧有明町）出身。鹿屋農業高校、鹿児島測量専門学
校（現・鹿児島工学院専門学校）を卒業後、県内の建設会社等を経て平成
26年から株式会社上

うえ

之
の

段
だん

建設（東原町）に勤務。現場監督として様々な
工事を担当する。資格は一級土木施工管理技士など。（39歳）

お客様に喜ばれる
ものづくりを目指して

假
かり

重
しげ

 健
けん

二
じ

 さん

今年度創設された「鹿屋市優良工事等表彰」では、假重さん
を含む17人が優良工事に携わった監理・主任技術者である
「優秀技術者」として表彰され、５月に表彰式が行われた。
（写真左端が假重さん）

　

今
年
、「
優
秀
技
術
者
」
の
表
彰
を
受
け

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

担
当
し
た
工
事
は
札
元
２
丁
目
内
の
排
水

路
整
備
工
事
。
多
方
向
か
ら
水
が
集
ま
る

難
し
い
場
所
だ
っ
た
た
め
、
下
流
の
隣
接

工
区
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
、
施
工
順

を
関
係
者
と
入
念
に
打
ち
合
わ
せ
し
、
現

場
監
督
と
し
て
安
全
に
滞
り
な
く
完
成
す

る
た
め
に
気
を
配
り
ま
し
た
。

　

建
設
の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
た
の

は
、
父
が
建
設
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
。
進
学
し
た
鹿
屋
農
業
高
校
で
は
農
業

土
木
を
学
び
、
そ
れ
か
ら
専
門
学
校
を
経

て
建
設
業
界
に
入
り
ま
し
た
。

　

現
場
監
督
は
、
工
事
を
適
正
に
実
施
す

る
た
め
に
現
場
の
進
行
管
理
を
行
う
責
任

者
で
す
。
そ
の
仕
事
は
、
工
事
の
施
工
計

画
の
作
成
や
工
程
管
理
、
品
質
管
理
、
技

術
上
の
管
理
、従
業
員
の
技
術
指
導
な
ど
、

多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、工
事
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

地
域
の
方
々
や
関
係
者
な
ど
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
も
、
大
事
な
仕
事

で
す
。
工
事
が
始
ま
る
前
に
は
お
知
ら
せ

文
書
を
配
り
、
工
事
が
終
わ
る
前
に
も
声

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
こ
こ
ま
で
す

る
人
は
な
か
な
か
い
な
い
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
方
々
と
の

関
係
作
り
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
携
わ
っ
て
い
る
の
は
昨
年
９
月
の

台
風
16
号
で
崩
れ
た
輝
北
町
諏
訪
原
の
河

川
の
護
岸
復
旧
工
事
。
作
業
員
と
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
最
大
15
人
程
度
の
現
場
を
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
河
川
工
事
で
は
大
雨
や
土

砂
崩
れ
に
よ
る
二
次
災
害
の
可
能
性
も
あ

る
の
で
、
天
気
予
報
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
な
ど
、
安
全
に
対
し
て
と
て
も
気

を
遣
い
ま
す
。

　

毎
日
の
朝
礼
で
は
、
作
業
員
た
ち
と
そ

の
日
の
作
業
手
順
を
確
認
し
、
危
険
な
場

所
や
作
業
な
ど
の
情
報
を
細
か
く
共
有

し
、
リ
ス
ク
の
見
積
も
り
・
改
善
と
軽
減

対
策
を
話
し
合
い
ま
す
。「
Ｒ
Ｋ
Ｙ（
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
危
険
予
知
活
動
）」と
し

て
の
一
連
の
作
業
で
す
。

　

工
事
で
は
交
通
規
制
な
ど
で
近
く
の
方

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

工
事
が
完
了
し
て「
あ
り
が
と
う
」
や「
き

れ
い
に
な
っ
た
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
時
は
、
こ
の
仕
事
を
し
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
や
は
り
お
客
様
や

地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
う
の
が
一
番

の
や
り
が
い
で
す
。

　

建
設
の
仕
事
の
醍
醐
味
は「
も
の
づ
く

り
」
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
技
術
者

と
し
て
安
全
を
第
一
に
、
先
輩
た
ち
を
お

手
本
と
し
な
が
ら
技
術
を
最
大
限
に
生
か

し
て
、
今
ま
で
以
上
に
よ
り
良
い
も
の
を

作
れ
る
よ
う
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る「
商
品
」
を
こ
れ
か
ら
も
つ
く
り
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

Ｆ
Ｍ
か
の
や（
77・２
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）

11
月
27
日（
月
）９
時
５
分
か
ら（予定）

假
重 

健
二
さ
ん
が
出
演
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農
家
民
宿
と
は

　

農
家
民
宿
と
は
、
自
宅
で
宿
泊

サ
ー
ビ
ス
と
農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇

活
動
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
料

や
体
験
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
民

宿
の
こ
と
。
法
令
改
正
に
よ
る
規
制

緩
和
に
よ
り
、
農
林
漁
業
を
営
ん
で

い
な
い
人
で
も
旅
館
業
の
営
業
許
可

を
取
得
し
開
業
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

市
内
で
は
平
成
28
年
度
に
４
軒
が

新
規
開
業
し
、
現
在
５
軒
の
農
家
民

宿
が
宿
泊
客
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

農
家
民
宿
の
一
日
に
密
着

　
「
民
宿
し
ろ
み
ず
」は
、
今
年
３
月

に
開
業
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
農
家

民
宿
。
民
宿
を
営
む
本
白
水
正
子
さ

ん
は
、
以
前
か
ら
修
学
旅
行
生
な
ど

の
民
泊
を
受
け
入
れ
て
き
た
経
験
を

持
ち
ま
す
。
一
般
の
人
の
宿
泊
も
受

け
入
れ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
貸

店
舗
だ
っ
た
建
物
を
自
宅
兼
民
宿
と

し
て
一
部
改
装
し
、
農
家
民
宿
を
開

業
し
ま
し
た
。
客
室
と
し
て
登
録
し

た
の
は
７
．５
畳
と
４
．５
畳
の
和
室

で
す
。

　

10
月
の
あ
る
日
、
お
客
様
が
空
港

か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
で
や
っ
て
来
ま
し

た
。
事
前
に
予
約
し
訪
れ
た
の
は
、

大
阪
府
の
北
浦
さ
ん
と
中
村
さ
ん
親

子
の
女
性
３
人
組
。
テ
レ
ビ
で
偶
然

見
た
鹿
屋
の
農
家
民
宿
に
興
味
を
持

ち
、初
め
て
鹿
屋
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

３
人
は
本
白
水
さ
ん
ご
夫
婦
と
初

対
面
の
挨
拶
を
交
わ
す
と
、
部
屋
に

荷
物
を
降
ろ
し
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し

ま
し
た
。

の
ん
び
り
と
田
舎
を
散
策

　

夕
食
ま
で
の
時
間
、
３
人
は
民
宿

の
周
辺
を
散
策
す
る
こ
と
に
。「
民

出
会
い
に
感
謝
。

　開業して半年が過ぎ、宿泊される
お客様とご縁が生まれていくことを
楽しんでいます。民宿に宿泊するお
客様は、気さくな方が多いです。
　料理は、自宅の畑でとれる野菜を
使った郷土料理。「美味しかった」と
言われると嬉しくなります。
　お金をいただくので、安全安心に
気をつけて、真心こめてゆっくりし
てもらうことを心がけています。鹿
屋に来て良かったと思われるよう
に、今後も続けていきたいです。

「農家民宿」、はじめました。

家
庭
料
理
に
癒い

や

さ
れ
ま
す
。

人
柄
も
風
景
も
最
高
！

「民宿しろみず」を３月に開業

本
もと

白
しろ

水
みず

 幸
こう

司
じ

さん、正
まさ

子
こ

さん（白水町）

夕食でのひとコマ。一緒に食卓を囲めば、まるで家族のよう。

　いま、「農家民宿」を開業する人が増えています。農
家民宿を開業すれば、宿泊客に「体験」を提供し自宅に
宿泊させることで、収入を得ることができます。宿泊
客にとっては、より深くその土地の習慣や文化に触れ
ることができるのも魅力です。一定の条件を満たせば、
比較的簡単に開業することができますので、あなたも
自宅を使って農家民宿を始めてみませんか。

問市ふるさとＰＲ課（２階）　☎0994-31-1121
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泊めた人

農
家
民
宿
で
生
ま
れ
る

　「
出
会
い
」と「
田
舎
旅
」

　３人でよく旅行に出かけますが、
鹿屋は初めて。大阪のテレビで鹿屋
の農家民宿を見て、ぜひ泊まりたい
と思い、鹿屋を目指して来ました。
　実際に宿泊して、本白水さんご夫
婦の人柄、田舎散策、五右衛門風呂
などどれも最高の思い出になりまし
た。「だっきしょ」「ねったぼ」「でんぷ
ん汁」など普段都会では食べられな
い料理や和牛「日本一」の地で食べる
お肉も感動でした。今度は夫や孫な
どを連れて、ぜひまた訪れたいです。

大阪府岸和田市から観光で来鹿

北浦さん(左)、中村さん親子(中・右)

宿
し
ろ
み
ず
」
は
鹿
屋
体
育
大
学
近

く
の
小
高
い
丘
に
あ
り
ま
す
。
鹿
児

島
湾
越
し
に
薩
摩
半
島
に
沈
む
夕
陽

を
、
３
人
は
ゆ
っ
く
り
と
眺
め
ま
し

た
。
周
囲
に
は
薪ま
き

の
燃
え
る
懐
か
し

い
匂
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
宿
に

戻
る
と
、
宿
自
慢
の
五ご

え

も

ん

右
衛
門
風
呂

の
準
備
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。
熱
々

の
お
風
呂
に
驚
き
つ
つ
も
、
交
代
で

入
浴
す
る
と
、体
は
ポ
カ
ポ
カ
で
す
。

夕
食
は
鹿
屋
の
家
庭
料
理

　

お
待
ち
か
ね
の
夕
食
は
、
メ
イ

ン
の
牛
肉
の
ほ
か「
が
ね
」
や「
塩
茹ゆ

で
落
花
生
」、「
で
ん
ぷ
ん
汁
」
な
ど
。

鹿
児
島
の
家
庭
料
理
の
数
々
に
、
３

人
は
興
味
津
々
で
す
。

　

料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、
本
白
水

さ
ん
と
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。
大
阪

と
鹿
児
島
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
話

や
世
間
話
な
ど
、話
が
尽
き
ま
せ
ん
。

お
も
て
な
し
の
心
に
感
動

　

夕
食
か
ら
朝
食
ま
で
の
間
、
３
人

は
満
天
の
星
空
や
昇
る
朝
日
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も

「
大
阪
で
は
見
ら
れ
な
い
光
景
」な
の

だ
そ
う
で
す
。

　

朝
食
に
は
、
北
浦
さ
ん
が
食
べ
た

が
っ
て
い
た「
へ
ち
ま
の
味
噌
汁
」

が
あ
り
ま
し
た
。
本
白
水
さ
ん
の
お

も
て
な
し
で
す
。

　
「
本
白
水
さ
ん
と
の
出
会
い
と
鹿

屋
な
ら
で
は
の
体
験
に
、
最
高
の
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
」。
３
人
は
民

宿
の「
お
も
い
で
帳
」
に
感
想
を
残

し
、
本
白
水
さ
ん
と
の
別
れ
を
惜
し

み
つ
つ
、
次
の
目
的
地
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

①宿泊客と挨拶を交わす本白水さん　②庭先につるされた「からいも」　③だっきしょ豆腐　④でんぷん汁　⑤「民宿しろみず」
⑥夕食に並んだ家庭料理の数々　⑦一緒に星空を眺める　⑧食事後の団らん　⑨チェックアウト後、握手でお別れ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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民宿もんちゃん（南町）

私たちも、農家民宿はじめました。

　大阪から故郷である高隈に帰ってき
て７年目になります。家のもみじは、
大阪から持ってきたもの。農家民宿で
はお客様との触れ合いに毎回意外性が
あり飽きません。主な体験はピザ・ジャ
ム作りや高隈の里山散策など。山菜採
りが好きなので、高隈の葛

くず

などを使っ
た山菜料理も広めたいです。（白濱さん）

癒
いや

しの宿もみじ（上高隈町）山ちゃん家
ち

（新川町）

白
しらはま

濱 脩
おさむ

さん、多
た か こ

佳子さん西村 辰
たつろう

朗さん、桂
け い こ

子さん山口  敏
と し み

美さん、せつ子さん

　空き部屋を活用できないかと思い、
修学旅行の受け入れから始めました。
農家民宿では泊まりに来る方との話を
楽しんでいます。主な体験は梅の収穫
や梅干しづくり、野菜収穫など。にしめ
やがね、豚ばら丼など一緒につくるこ
ともできます。今後は鹿児島の踊りな
ども一緒に楽しみたいです。（山口さん）

　退職後に鹿屋に帰った後、友人に民
泊を勧められたのがきっかけです。農
家民宿は、様々な方とのつながりと交
流ができるのが魅力です。主な体験は
自慢のピザ窯

がま
で作るピザ作りや野菜収

穫。近くのお寺までの散策も楽しいで
す。地域の方と一緒に、面白い仕掛け
を考えていきたいです。（西村さん）

私 は以前研修で訪れたドイツで、グリー
ン・ツーリズムの魅力を体験しました。

そして平成19年に念願の農家民宿を開業し、
修学旅行生や観光客、農業研修生、海外の
方など、これまで様々なお客様を受け入れて
きました。
　農家民宿の魅力は、異業種の方と交流でき
ること。また、鹿児島の農業や文化を知って
もらい、我が家からその魅力を発信すること

もできます。皆さんも民泊の受け入れや農家
民宿を始めて、貴重な経験をしてみませんか。

鹿屋市で初めて農家民宿を
開いた堀之内さんに聞くINTERVIEW 農家民宿 元気印の菜

さえんばっけ

園畑
堀
ほり

之
の

内
うち

 節
せつ

子
こ

さん、悟
さとる

さん（吾平町上名）
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グリーン・ツーリズムコーディネーター

村
むら

山
やま

 寛
ひろ

光
みつ

 隊員（66歳）

Ａ．�以下のものを準備し、指定の申請書と合わせ
て保健所に申請する必要があります。

　　①�市ふるさとＰＲ課が発行する農林漁業体験民宿である
ことの証明書又は市農業委員会が発行する農業者証明

　　②建物や敷地内の図面、周辺の見取り図
　　③許認可申請費用（収入証紙23,000円）

Ｑ．どのような手続きが必要ですか？

新しい「地域おこし協力隊」
を紹介します

「第一次産業など豊富な地域資源
を生かし、魅力ある体験メニュー
づくり、農泊事業者の拡大と育成、
営業・広報活動に取り組みます。
鹿屋のグリーン・ツーリズムの定
着に貢献したいです。」

昭和26年垂水市生まれ。
大学卒業後、観光業に従事。海外事業
の経験も。10月から地域おこし協力隊
員として市ふるさとＰＲ課に所属。

農家民宿のＱ＆Ａ

修
学
旅
行
生
の
民
泊
受
入

家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
及
び
鹿
屋
市
観
光
協
会
で
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
修
学
旅
行
で
の
民

泊
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

延
べ
２
，
４
７
４
人
の
修
学
旅
行
生
が

鹿
屋
で
民
泊
を
し
、
受
入
家
庭
と
の

交
流
や
農
業
体
験
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
修

学
旅
行
生
等
の
民
泊
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
業
を
開
業
し
て
い
な
く
て
も
受

け
入
れ
が
可
能
で
す
。
受
け
入
れ
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
、
農
家

民
宿
へ
の
宿
泊
に
つ
い
て
】

問
鹿
屋
市
観
光
協
会

　

☎
０
９
９
４-

41-

７
０
１
０

　

�http://kanoyashi-kankokyokai.
jp/publics/index/234/

▲��農家民宿紹介 
パンフレット 

「ここ宿
やっど

」

Ｑ．「農家民宿」を開業できる主な条件は？
Ａ．�開業するにあたっては以下の条件があります。　　○一軒家であること（マンションは不可）　　○�自宅の一部を客室として使用できる建物であること（和室・洋室は不問）
　　○�客室の床面積が33㎡未満であること
　　○�建物の民泊部分（客室＋宿泊客が利用する施設）が、家の総面積の半分未満かつ50㎡（約30畳）以下であること　　○農林漁業の体験が提供できること　　　※�農林水産物の加工や調理の体験の指導などを提供できる場合も該当します。
　　○建物に住宅用火災報知機を設置していること　　　※�建物の構造や立地によって細かい条件があります。詳しくは市ふるさとＰＲ課までお問い合わせください。

Ａ．�市の補助金「農林漁家民宿開業事業費補助金」をご利用ください。
　　◎補助対象経費
　　　○簡易宿所営業許可に係る許認可申請費用　　　○�旅館業法及び食品衛生法の規定による営業許可取得に必要な家屋等の改修費用の2分の1以内　　◎補助金額＝上限10万円
　　　※自宅外に体験民宿を開業する場合は上限30万円　　◎�補助対象者＝市内に居住し農家民宿を開業しようとする人で、開業後に鹿屋市観光協会に５年以上加入し、事業を継続する見込みのある人

Ｑ．開業資金の支援はありますか？

農家民宿の開業に関することなど、まずはご相談ください。
問市ふるさとＰＲ課（2階）　☎0994-31-1121

Ａ．�宿泊料と体験料は、各農家民宿で金額を設定できます。
　　○旅館などと同様に、宿泊客は宿泊時に料金を

支払います。

Ｑ．宿泊料などについて教えてください。
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みんなの
イマをパシ

ャ!!

　10月14日、平和公園慰霊塔前広場で「旧海軍航空隊串良基
地出撃戦没者追悼式」が開催されました。平和公園は、戦時中
に特攻基地となった串良基地があった場所。式典には全国か
ら遺族など約150人が参列し、元隊員たちによる「同期の桜」の
合唱や、遺書や平和へのメッセージの朗読が行われ、参列者は
573柱の御

み
霊
たま
に黙とうを捧げ、平和への思いを新たにしました。

特
攻
基
地
跡
に
こ
だ
ま

す
る
同
期
の
桜

地域

　10月３日、天神町で、「かのや市乗合タクシー（天神・船間
地区）」の運行開始式が行われました。このタクシーは、高齢
化率が高く公共交通の不便地域に運行される「予約型乗合タ
クシー」で、今年度、市が初めて天神・船間地区に導入したも
の。鹿児島第一交通㈱で予約を受け付け、毎週火・金曜日に
天神・船間地区と花岡・西原地区間を１日５便運行しています。

　10月17日、打馬２丁目の和田井堰公園で、「和
わ だ
田新

しん
田
でん
土

地改良区水神祭」が開催されました。これは江戸時代後期に
和田井堰が築造され、川東町までの通水が可能になったこ
とを記念して、毎年行われているもの。この日は、王子町
鉦
かね
踊り保存会と、光

こう
同
どう
寺
じ
鉦踊り保存会の鉦踊りが奉納され、

関係者や地域住民とともに、今年の豊作を祈願しました。

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

が
実
証
運
行
開
始

　10月17日、川東町の八月口説踊りが７年ぶりに復活し、同
町の光同寺鉦踊り保存会とともに、水神碑や田の神像の前で、
踊りを奉納しました。八月口説踊りは、もともと紋

もん
付
つき
袴
はかま
姿
すがた
の男

性と、紫
むらさき
頭
ず
巾
きん
に留

とめ
袖
そで
姿
すがた
の女性が、鉦や太鼓などに合わせて踊

る伝統芸能ですが、今回は女性有志の皆さんが踊りの一部を復
活。関係者は、町内で久々に舞う踊りに感無量の様子でした。

八
月
口く

説ど
き

踊
り
が 

７
年
ぶ
り
に
復
活

地域

地域 和
田
井い

堰ぜ
き

で
豊
作
を
祈
願

交通

高
隈
地
区
で 

「
稲
刈
り
行
事
」

　10月14日・16日、上高隈町で、高隈地区コミュニティ協
議会による「稲刈り行事」が行われました。16日は、高隈小学
校・高隈中学校の児童・生徒や先生、地域住民らが一緒になっ
て、協議会の田んぼの稲を鎌を使って刈り取りました。刈り
取った米のうち、モチ米については、平成30年２月に行われ
る高隈地区の伝統行事「鉤

かぎ
引き祭り」に奉納される予定です。

地域
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　10月９日、鹿屋中央公園やメルヘンスポーツ鹿屋などで
「スポーツフェスタinかのや」が開催されました。これは、体
育の日に様々なスポーツを体験できる、秋の恒例イベント。
この日は21種目の体験が行われ、鹿屋体育大学体操競技部に
よる体操競技体験・実演では、体操器具を操る難しさを体験
しながら、同部員の迫力ある演技を楽しんでいました。

　10月20日、市役所ロビーで三
さん
遊
ゆう
亭
てい
小
こ
笑
しょう
さんによる「ロビー

落語」が行われました。小笑さんは下高隈町の出身で、現在
「二
ふた
ツ
つ
目
め
」として東京を拠点に活躍し、若手落語家で結成す

るユニット「成
なり
金
きん
」のメンバーとしても活動している落語家。

落語が始まると、市役所を訪れた多くの人が足を止め、即
席の寄席となった会場は笑い声に包まれました。

　10月14日、市立図書館で、「図書館de学び塾～ボードゲー
ムを楽しもう～」が開催されました。これは外国のボードゲー
ムを学びながら遊ぶイベント。参加者は、独特のカードやコ
マを使った初めてのゲームに、最初は少し戸惑いながらも、
外国人講師らから遊び方を学んでいくうちに徐々に面白さを
実感。大人も子どもも笑顔でゲームを楽しんでいました。

　10月16日、かのやグラウンド・ゴルフ場で「2017南日本
新聞社杯グラウンド・ゴルフ鹿屋大会」が開催されました。こ
れは、生涯スポーツとしてのグラウンド・ゴルフの普及振興
を推進するとともに、心身の健康増進を図る大会。この日は
県内外から1,000人以上の選手が参加し、総合優勝やホール
インワン賞などの各賞を目指して熱戦を繰り広げていました。

　10月13日、2020年東京オリンピック・パラリンピックへ
向けての機運を高める「フラッグツアー」の一環で、五輪旗
が鹿屋にやってきました。この日は高隈小学校で受け入れ
セレモニーを実施。子どもたちは、県内を巡回し高隈にやっ
てきた五輪旗をはためかせながら、３年後の東京オリンピッ
ク・パラリンピックの成功を祈っていました。

　10月９日、輝北コミュニティセンター周辺で「第２回輝北
駅伝競走大会」が開催されました。この大会は、４町内会対
抗で幅広い年代の選手が男女混成チームを結成して行われる
もので、輝北コミュニティセンター周辺の10区間9.5㎞で実
施。選手の熱走に、沿道から熱い声援が送られました。
　優勝＝市成　２位＝高尾　３位＝平南　４位＝百引

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ 

ゴ
ル
フ
の
熱
戦

五
輪
旗
が
鹿
屋
に

や
っ
て
き
た

町
内
会
対
抗
で　
　

健
脚
を
競
う

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
心
地

よ
い
汗
を
流
す

スポーツ スポーツ

市
役
所
が
寄よ

席せ

に

変
身

文化外
国
の
ボ
ー
ド 

ゲ
ー
ム
に
挑
戦

文化

スポーツ スポーツ
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　10月19日、鹿屋市漁業協同組合で、「鹿屋市漁協と㈱
R
リ タ ウ ン
ETOWNの定期便出発式典」が開催されました。これは鹿屋市
漁協が、関西で飲食店などを展開する㈱RETOWN（大阪市）の
活魚車を利用し、大阪・中之島漁港への週１回の定期便によ
る「かのやカンパチ」の出荷が始まることに伴い行われたもの。
今後、関西での販路拡大や知名度向上が期待されます。

カ
ン
パ
チ
の
定
期
便

が
関
西
へ

産業

　10月７日、西原４丁目の鹿屋市子育て支援住宅「桜ヶ丘市営
住宅（愛称・ハグテラス）」建設工事現場で、上棟式が行われまし
た。これは、地域住民に愛される施設になるように願って行わ
れたもの。この日は、工事関係者による餅まきが行われ、多く
の地域住民が、紅白餅やお菓子などを手に取って喜んでいまし
た。住宅は現在入居者を募集中で、平成30年１月に完成予定です。

ハ
グ
テ
ラ
ス
で 

餅
ま
き

行政

　10月９日、リナシティかのやで「第８回かのや産業フェスタ」
が開催されました。初めてリナシティかのやが会場となった
同フェスタには、市内や大隅地域から54社が出店。各店舗自
慢の商品やグルメなどのＰＲ・物販のほか、水辺ステージでの
ダンスや野菜のつかみ取りなどで会場はにぎわい、来場者は
地元産業の魅力を感じながらイベントを楽しんでいました。

地
元
産
業
の「
よ
か

と
こ
」を
体
験

産業

　10月６日、鹿屋港で「鹿屋市総合防災訓練」を実施しまし
た。集中豪雨での土砂災害を想定した今年の訓練には、消
防や自衛隊などの公的機関のほか、市と防災に関する協定
を結ぶ民間企業や周辺住民など約550人が参加。訓練では、
避難手順の確認やライフライン復旧、生き埋め者の救出・救
護、はしご車による海上救出などの訓練が行われました。

災
害
時
の
対
応
や

連
携
を
確
認

　10月16日、株式会社九電工鹿屋営業所によるボランティ
ア作業が行われました。これは同社が、地域貢献活動の一
環として毎年10月ごろに実施しているもの。この日は、同
社所有の高所作業車を使い、霧島ヶ丘公園のヤシの木を剪
定・伐採。普段から高所作業が多い同社ならではの、安全か
つ手際のよい作業で、ヤシの木は美しくなりました。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

樹
木
を
剪
定

　10月18日に鹿屋工業高校で、10月20日に鹿屋高校で、選挙出
前授業が行われました。これは鹿屋青年会議所と市選挙管理委
員会が連携し、投票から未来を考えるきっかけ作りとして行われ
たもの。鹿屋工業高校では３年生約180人、鹿屋高校では２年生
約280人が、実際の選挙で使う投票箱に一票を投じる模擬選挙
を通じて、自分の意思で候補者を選ぶことの大切さを学びました。

未
来
の
有
権
者
と

し
て
学
ぶ

安全安心 奉仕活動

行政
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　10月14日、霧島ヶ丘公園で、「小山市・鹿屋市C&K橋渡し
交流による連携協定」の締結式が行われました。
　この協定は、「小山評定ふるさと大使」・「かのやばら大使」と
して、栃木県小山市と鹿屋市の交流を図り、両市のイメージアッ
プや観光振興に貢献しているボーカルユニット・C&K（C

ク リ ビ ー

LIEVY
＝小山市出身、K

キ ー ン

EEN=鹿屋市出身）を応援することで、両市の
更なる知名度向上、交流人口拡大を図るために締結されたもの。

　この日は、同会場でC&K野外ライブが開催されるとあっ
て、協定は約15,000人のC&Kファンに見守れながらの締結
となりました。
　今後、小山市と鹿屋市は、この協定をもとに農林水産振
興、観光振興などの相互支援・連携協力を行っていくこと
になります。

問市ふるさとＰＲ課（２階）　☎ 0994-31-1121

 小山市と協定締結

霧島ヶ丘公園に

15,000人

協定書を手に握手を交わす小山市の大久保寿
とし

夫
お

市長と中西市長

C&Kが橋渡し

署名後、C&Kの「NHK紅白歌合戦」出場を祈願してファンとともに	
ガンバロー三唱が行われた

栃木県南部に位置し、
ハトムギ、かんぴょう、
繭
まゆ

の生産が盛ん。関
ケ原の戦いの直前に

「小山評
ひょう

定
じょう

」と呼ばれ
る軍議が行われた地
としても知られる。

全国から約 15,000 人のファンが集まった C&K 野外ライブ

この日のイベントを一緒に盛り上げようと、C&Kライブ実行委員会
（市内の青年団体等）が中心となって、おもてなしを実施。全国から
集まったC&Kファンに、鹿屋の魅力をPRする絶好の場となった。

小
お

山
やま

市

栃木県
区分 小山市 鹿屋市
人口 167,535人 103,036人

世帯数 68,204世帯 45,506世帯
面積 171.76㎢ 448.33㎢

市制施行 昭和29年３月31日 平成18年１月１日
市の花 オモイガワザクラ ばら

小山市と鹿屋市の概要比較（平成29年10月１日現在）

祝
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創
業
に
関
す
る
相
談
支
援

◎�

自
分
の
店
を
開
店
し
た
い

が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
不
安
が
い
っ
ぱ
い
だ
。

誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い

◎�

創
業
に
詳
し
い
人
に
相
談
し

た
い
け
ど
、
費
用
も
高
そ
う

だ
。
開
業
前
な
の
で
、
少
し

で
も
費
用
を
抑
え
た
い

　

な
ど
、
創
業
に
は
様
々
な
悩

み
が
つ
き
も
の
で
す
。
ま
た
、

実
際
の
創
業
に
は
、
事
業
計
画

書
の
作
成
や
資
金
調
達
な
ど
、

様
々
な
準
備
が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
創
業
を
希
望
す
る
人
、

創
業
後
の
課
題
を
解
決
し
た
い

人
な
ど
、
創
業
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
、
創
業
応
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
応
援
し
ま
す
。
例
え
ば

◎�

事
業
計
画
の
策
定
方
法
を
学

び
た
い
人

◎�

創
業
に
必
要
な
資
金
調
達
に

つ
い
て
知
り
た
い
人

◎�

創
業
に
関
す
る
勉
強
会
な
ど
に

参
加
し
て
み
た
い
人

◎�

創
業
前
後
に
、
全
般
的
な
経
営

相
談
を
希
望
す
る
人

　

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
創
業
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
実
施
す
る
、
所
定
の
創
業
支

援
を
受
け
る
こ
と
で
、
登
録
免
許

税（
法
人
の
設
立
な
ど
を
登
記
す

る
際
に
必
要
な
税
金
）
の
減
額
な

ど
、
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
、
創
業
応
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

私たちが応援します

かのやで創業して
みませんか!!

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
、
か
の
や
市
商
工
会
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
鹿
屋
支
店
及
び
鹿
屋
市
で
は
、
創
業
を

検
討
し
て
い
る
人
を
応
援
す
る
た
め
に「
鹿
屋
市
創
業
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
、
各
機
関
で
創
業
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
定
期
的
な
会
議
な
ど
を
通
じ
て
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
連
携
を
強
化
し
、
創
業
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

創
業
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、「
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
み
た
い
」、

「
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
?
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
創
業
を
検
討
す
る
人
へ
も
、
幅
広
く
無

料
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

 

問
市
産
業
振
興
課（
２
階
） 　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
８
０

２月に鹿屋商工会議所で開催された「まるごと"おおすみ”アグリ・フード商談会」。創業後の販路拡大などもサポートされるのが、かのやでの創業メリットの１つ

▲�創業に関するあらゆる相談に対応する、「鹿
屋市創業応援ネットワーク」各機関の担当者

創
業
に
関
す
る
相
談
は

何
で
も
、
私
た
ち
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ワンストップ相談窓口
◎�市産業支援センター	

鹿屋市北田町3-3-23 
☎0994-40-7890

創業に関する相談・
相談予約等はこちら

関係機関
◎�鹿屋商工会議所	

鹿屋市新川町600 
☎0994-42-3135

◎かのや市商工会	
　�（串良本所）	

鹿屋市串良町岡崎2062 
☎0994-63-3032	

（吾平支所）	
鹿屋市吾平町麓3384-1 
☎0994-58-6020	

（輝北支所）	
鹿屋市輝北町上百引3841-16 
☎099-486-1171

◎�日本政策金融公庫鹿屋支店	
鹿屋市大手町2-19 
☎0994-42-5141
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創業事例１ 創業事例2地域にこだわる洋菓子店 エゴマの可能性を探求

お 客様から感謝されるのが嬉しくて、作るだけで
はなく仕入れから販売まで、自分のペースです

べてやってみたくなったのが、開業をこころざした
きっかけです。場所は串良商業高校前のバス路線沿い。
「程よくマイペースで出来て、程よく来客がある」場所
に、偶然空き店舗があって、ここに決めました。
　理想の場所は自分で見つけられました。ですが、現実
的に創業や経営といった部分はほとんど知りませんでし
た。それをサポートしていただいたのが、このネットワー
クです。妻の例を参考にしながら、商工会議所の創業スクー
ルで創業や経営、地域へこだわることの大切さなどを学び、
資金面では日本政策金融公庫の融資を利用しました。
　鹿屋は、高品質の食材が豊富なので、材料の卵や牛
乳、サツマイモなどは鹿屋・鹿児島産を極力使います。
また全国各地から、季節ごとに旬のフルーツを仕入れ
ることで、四季を感じてもらえる商品を作っています。
　開業してから取り組んでいるのが、地域とのタイ
アップ。お茶の農家とタイアップして、私が作るお菓
子に合うお茶を作ったほか、串良商業高校の皆さんと
共同で、新商品の企画や試作などを行っています。
　私のお菓子で多くの人が幸せになれるように、これか
らも素材はもちろん、地域にこだわって精進したいです。

自分の健康維持のためにエゴマの栽培を始め、現
在は私を含めた６人で生産者団体「えごま会」を

結成、吾平地域を中心に約１万㎡の畑で栽培しています。
　当初はエゴマ油を生産していましたが、商工会から、エゴ
マを使った商品の開発や販売などの提案があり、エゴマの可
能性を探求していた私は、事業を始めることにしました。
　もともと農産物の生産や加工、販売はしていたので
すが、今回は商品開発やパッケージ作成などで商工会
の支援をいただき、地元の飲食店などと共同で、エゴ
マを使ったドレッシングや味噌などを商品化すること
ができました。このほか、市内の菓子店や製茶業者で
も、エゴマを使った商品が扱われています。
　また、販売では従来の自家販売に加えて、地元の飲
食店でも販売してもらえるようになったほか、鹿児
島市の百貨店や市のふるさと納税返礼品などでも取り
扱っていただいています。これも、商工会のネットワー
クのおかげだと思います。
　国産のエゴマはとても貴重なもの。生産の拡大も考
えていますが、まずは高い品質を確保することが大切
だと考えます。地域の実情をよく知り、すばやい対応
ができる創業応援ネットワークの制度を活用して、吾
平の名物にしていきたいです。

　高校卒業後、鹿児島市や大阪府の料
理店に５年間勤務。帰鹿後、市内の洋
菓子店で11年修行。
　平成28年７月に、美容師の妻・里奈
さんが商工会議所などの支援を得て、
大手町で美容室を開業したことをきっ
かけに、創業応援ネットワークの支援
を仰ぎ、今年４月、串良町岡崎に洋菓

子店「P
パ テ ィ ス リ ー

atisserie B
ボ ナ ペ テ ィ

on appetit 」を開業。
枦
はし

山
やま

 潤
じゅん

一
いち

さん
（38歳）

　これまでに飲食業や衣料品店などを
経営し、現在は農産物及び加工品を生
産、販売する「こだわり屋」を経営。
　平成27年から、友人らとともにエ
ゴマの栽培に着手。エゴマ油やエゴマ
パウダーなどの加工品に加え、今年新
たに商工会の提案・支援でエゴマのド
レッシングやラスクなどを開発。有

あり
馬
ま

 晃
こう

一
いち

さん
（70歳）

▲�夫婦それぞれ商工会議所などの
支援を受けて開業

▲浅井ゆかりさん（左）が経営する
　飲食店で加工品を販売

◎�大隅よろず相談窓口
　県から派遣されるコーディネーターが、経営・商品開発・
デザイン等の相談に対応し、経営課題解決を支援します。
○日時＝毎週火・金曜日　10:00 ～ 16:00
○場所＝市産業支援センター
○予約先＝鹿児島県よろず支援拠点　☎099-219-3740

◎創業なんでも個別相談会
　経営やマーケティング、助成金制度のことなどはもちろん、
日本政策金融公庫による融資相談まで、相談可能です。
○日時・場所
　毎月第１水曜日　10:00 ～ 16:00＝鹿屋商工会議所
　毎月第３水曜日　10:00 ～ 16:00＝かのや市商工会串良本所
○予約先＝鹿屋商工会議所・かのや市商工会串良本所

予
約
制
無
料
相
談
会
を

定
期
開
催
し
て
い
ま
す13  Kanoya City Public Relations



　2025年、日本では、いわゆる「団塊の世代」が後期

高齢者になることから、５人に１人が75歳以上とい

う、世界でも例をみない超高齢社会を迎えると言わ

れています。そして、高齢化が進むにつれ、認知症

になる人も増え、高齢者の５人に１人が認知症にな

るとも推定されています。

　誰もが認知症の人や介護者家族をサポートしてい

く時代が訪れようとしています。周囲に認知症の人が

いることは、決して特別なことではありません。認

知症は上手に付き合っていくことが大切な病気です。

 認知症が怖くて、見て見ぬふりを

してはいませんか。一人で悩まず、ぜ

ひ相談してください。

問市地域包括支援センター
　☎0994-45-6969

「
認
知
症
予
防
」

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

運
動
す
る
習
慣

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
、
体
操
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
を
行
う
と
、
脳
の
血
流
が
増
す

た
め
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば

週
５
日
、
１
日
30
分
以
上
の
有
酸

素
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
交
流

　

読
書
や
新
聞
を
読
む
と
い
っ
た

知
的
活
動
を
は
じ
め
、
人
付
き
合

い
も
増
や
し
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
参
加
し

て
活
動
的
な
毎
日
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

▲�認知症サポー
ターキャラバ
ンのマスコット

相談から支援まで
認知症初期集中支援チーム

認知症早期発見5つのチェックリスト
□ ��物を無くしてしまうことが多くなり、いつも探し物をしている

□ 薬の飲み忘れや、飲んだかどうか分からなくなることがある

□ �今日が何月何日か分からなくなる時がある

□ �一人でいるのが不安になったり、外出するのがおっくうになった

□ �最近、料理の味付けが変わったと家族に言われた
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認
知
症
初
期
集
中 

支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に

は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

（
以
下
、
支
援
チ
ー
ム
）が
置
か
れ
て

い
ま
す
。

　

支
援
チ
ー
ム
と
は
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
の
初
期
支
援
を
包
括

的
・
集
中
的
に
行
う
組
織
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
や
社
会
福
祉

士
、
認
知
症
ケ
ア
・
在
宅
ケ
ア
の
実

務
・
相
談
業
務
等
に
携
わ
っ
た
経
験

の
あ
る
人
な
ど
、
複
数
の
専
門
職
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
支
援
対
象
者
は
、
原
則
40
歳

以
上
の
人
で
、
か
つ
自
宅
で
生
活
し
、

認
知
症
の
症
状
等
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
支
援
を
受
け
て
い
な
い
人
で
す
。

　

支
援
チ
ー
ム
は
、
寄
せ
ら
れ
た
相
談

内
容
を
も
と
に
、
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
人
や
認
知
症
の
人
及
び
そ
の
家
族
の

生
活
を
初
期
段
階
で
支
え
、
自
立
生

活
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

認
知
症
の
症
状
と
は

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

な
様
々
な
変
化
が
出
て
き
ま
す
。

○�

さ
っ
き
聞
い
た
こ
と
が
思
い
出
せ

な
い

○�

時
間
や
季
節
、
場
所
な
ど
の
感
覚

が
薄
れ
る

○
思
考
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事

　

脳
血
管
障
害
の
予
防
の
た
め

に
、
野
菜
や
果
物
、
青
背
の
魚
を

積
極
的
に
と
る
、
塩
分
を
と
り
過

ぎ
な
い
な
ど
、
毎
日
の
食
事
の
バ

ラ
ン
ス
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。

○�

料
理
や
作
業
な
ど
の
手
順
を
考
え

ら
れ
な
く
な
る

○
元
気
が
な
く
な
る

○
物
盗と

ら
れ
妄
想
を
抱
く

　

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

認
知
症
の
症
状
の
こ
と
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
は
、
早
期
発
見
、
適
切
な

対
処
が
大
切
で
す
。
本
人
は
気
付
か

な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
周
囲
の
人

が
注
意
し
て
、
早
め
に
相
談
す
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

○�

認
知
症
の
症
状
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い

○�

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い

まずはご相談を！

認知症初期集中支援
チーム員が自宅を訪問

認知症の人やその家族の
介護状況などを聴き取り
ます

困りごとに応じた医療・
介護サービスを調整

介護サービスの検討や調
整、認知症の症状に沿った
対応についてのアドバイ
スなどを行います

認知症の人とその家族の
生活を支援

支援後、地域の医療・介護・福祉専門
職等へ引き継ぎます

○�

認
知
症
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
症
状
が

強
く
、
介
護
や
対
応
に
困
っ
て
い
る

○�

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
お
近

く
の
相
談
施
設
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

支
援
チ
ー
ム
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※�このほか、市内各所に設置している「オレンジのまど」（ 75か所）
や、「かのやオレンジカフェ」（ 15か所）でも相談できます。設置
箇所については、市ホームページで確認できます。

主な相談施設一覧
施設名称 住所 電話番号

市地域包括支援センター 吾平町麓51-1 ☎0994-45-6969

寿８丁目サブセンター
（ヴィラかのや） 寿８丁目21-2 ☎0994-40-3751

寿２丁目サブセンター
（朋

ほう

愛
あい

園
えん

）
寿２丁目2-1 ☎0994-41-2431

大浦サブセンター（悠
ゆう

々
ゆう

） 大浦町14028-6 ☎0994-40-9855

花岡サブセンター
（花岡の里） 花岡町3979-1 ☎0994-46-5151

大姶良サブセンター
（慈

じ

恵
けい

園
えん

）
大姶良町226 ☎0994-48-2800

下祓川サブセンター
（鹿屋長寿園） 下祓川町1800 ☎0994-40-8333

輝北サブセンター
（みどりの園） 輝北町市成1177 ☎099-485-1185

串良サブセンター
（以

い

和
わ

貴
き

苑
えん

）
串良町下小原3103-2 ☎0994-62-8871

吾平サブセンター
（陵

りょう

幸
こう

園
えん

）
吾平町麓3811-2 ☎0994-58-5900
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鹿
屋
点
訳
友
の
会
は
、
昭
和
50
年
ご

ろ
か
ら
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
現

在
11
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
月
に
２
回
、

定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
勉
強
の
た

め
、
市
外
の
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
「
社
協
だ
よ
り
」
を
定
期
的
に
点
訳
し
て

い
る
ほ
か
、「
鹿
屋
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ

り
」の
会
次
第
や「
ご
み
分
別
一
覧
表
」な
ど
、

市
か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
や
、
個
人
か
ら
依

頼
さ
れ
た
本
な
ど
を
点
訳
し
て
い
ま
す
。

　

点
訳
の
作
業
は
パ
ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す
。

例
え
ば「
社
協
だ
よ
り
」の
場
合
、ま
ず
ペ
ー

ジ
ご
と
に
各
会
員
で
分
担
し
て
点
訳
し
ま

す
。
そ
れ
を
編
集
担
当
者
が
集
約
し
、
１

冊
に
し
て
校
正
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
、
別
の
人
が
再
度
校
正
を
行
っ
た

う
え
で
、
点
字
用
印
刷
機
で
印
刷
し
て
、

視
覚
障
が
い
者
に
届
け
る
の
で
す
。

　

何
度
も
校
正
を
行
う
工
程
が
あ
っ
て
こ

そ
自
信
の
あ
る
も
の
に
な
り
、
で
き
上
が

る
と
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

　

少
な
い
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
現
在
の
活
動
を
継
続
し
、
視

覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
と
、
さ
ら
に
交
流

を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鹿屋点訳友の会

か
の
や
市
音
訳
グ
ル
ー
プ
せ
せ
ら
ぎ

は
、
平
成
13
年
９
月
に
発
足
し
、
現

在
、
会
員
９
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
、
眼
に
障
が
い
を
持
た
な

い
人
と
同
じ
よ
う
に
、
早
く
正
確
に
視
覚

障
が
い
者
へ
情
報
を
届
け
る
こ
と
。「
広
報

か
の
や
」
や「
社
協
だ
よ
り
」
は
、
発
行
日

に
早
速
録
音
し
、
Ｃ
Ｄ
に
し
て
視
覚
障
が

い
者
へ
届
け
て
い
ま
す
。

　

月
に
１
回
、
研
修
会
も
開
催
し
て
お
り
、

ア
ク
セ
ン
ト
や
表
現
の
仕
方
な
ど
を
お
互
い

に
勉
強
し
合
い
ま
す
。
音
訳
は
、
文
字
だ
け

を
訳
す
る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
写

真
や
絵
、
グ
ラ
フ
、
色
合
い
な
ど
も
言
葉
で

説
明
し
ま
す
。
会
員
同
士
で
表
現
を
学
び
合

う
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
に
は
鹿
児
島
県
視
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
の
録
音
図
書
を
手
掛
け
て
い

る
会
員
も
い
ま
す
。
な
お
録
音
図
書
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
か
ら
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
10
月
に

は
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
音
訳
し
て
ほ
し
い
な
ど
、

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
相
互
の
技
術
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

かのや市音訳グループ
せせらぎ

視
覚・聴
覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
を
支
え
る
た
め
に

　 

～
障
が
い
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
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市
内
に
は
、
視
覚
障
が
い
者
や
聴
覚
障
が
い
者
に
、
眼
や
耳
に
障
が
い
を
持
た
な
い
人
と 

同
等
の
情
報
を
提
供
す
る
障
が
い
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
広
報
か
の
や
」
や
「
社
協
だ
よ
り
」
な
ど
の
音
訳
や
点
訳
、
市
内
各
イ
ベ
ン
ト
で

の
手
話
や
要
約
筆
記
な
ど
、
様
々
な
場
で
活
躍
す
る
４
つ
の
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

鹿
屋
市
手
話
サ
ー
ク
ル
や
ま
び
こ
は
、

昭
和
50
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

大
隅
地
区
唯
一
の
手
話
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
た

め
、
会
員
は
大
隅
各
地
か
ら
集
ま
り
、
現

在
23
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
週
に
１
回
の

定
例
会
は
、
会
員
同
士
の
自
己
研け
ん

鑽さ
ん

の
場
、

親
睦
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、定
例
会
に
は
、会
員
だ
け
で
な
く
、

「
鹿
屋
市
聴
覚
障
害
者
協
会
」
の
会
員
で
あ

る
聴
覚
障
が
い
者
も
集
ま
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
聴
覚
障
が
い
者
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
勉
強
か
つ
活

動
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
鹿
屋
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
開
く
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習

会
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
講
習
会
修
了
後
の
受

け
入
れ
、
出
前
講
座
の
実
施
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
月
に
１
度
、
機
関
紙「
や

ま
び
こ
」
を
発
行
し
、
サ
ー
ク
ル
や「
鹿
屋

市
聴
覚
障
害
者
協
会
」の
会
員
の
ほ
か
、
関

係
機
関
に
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
人
に
聴
覚

障
が
い
者
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識

を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
聴
覚
障
が

い
者
の
社
会
生
活
に
少
し
で
も
役
に
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
ひ
と
し
ず
く

は
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
、

ま
た
聞
こ
え
に
く
い
人
へ
必
要
な
情
報
を

伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
17
年
５
月

に
発
足
し
ま
し
た
。
一
時
は
会
員
が
１
人

だ
け
と
い
う
頃
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
８
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
前
に
は
、
集
中

的
に
集
ま
っ
て
準
備
を
行
い
ま
す
。「
鹿
屋

市
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
」を
は
じ
め
、
市

内
外
の
福
祉
イ
ベ
ン
ト
へ
の
要
約
筆
記
の

依
頼
は
、
年
に
５
～
６
回
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

要
約
筆
記
は
、
話
の
内
容
を
す
ば
や
く

要
約
し
て
書
き
写
す
作
業
で
、
そ
れ
に
は

大
変
な
集
中
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

３
～
５
人
で
役
割
を
分
担
し
、
10
分
程
度

ず
つ
役
割
を
交
代
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、
家
で
テ
レ
ビ

の
音
声
を
聴
き
な
が
ら
、
頭
の
中
で
要
約

す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
や
り
ま
す
。

　

10
月
に
は
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
人
も
多
い
要
約
筆
記
で
す
が
、
活
動
を

通
し
て
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
一
緒
に
活
動
で
き
る
仲
間
が
も
っ
と
増

え
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鹿屋市手話サークル
やまびこ

要約筆記サークル
ひとしずく

　鹿屋市社会福祉協
議会では、毎年、視覚・
聴覚障がい者の自立
と社会参加活動の促
進を目的としたボラ
ンティア養成講習会
を開催しています。
　また、ボランティ
アを必要とする人の
相談も受け付けてい
ます。

問鹿屋市社会福祉協議会
　☎ 0994-44-2277
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情報掲示板
KAN0YA
Information

～今回の注目情報はこの３つ～

KANOYA

Information

ピックアップ
インフォメーション

インフルエンザ予防接種
費用を助成します

65歳以上の人などが対象です

20ページ

農振除外等の申出受付を
一定期間停止します

20ページ

農振計画の見直しのため

21ページ

母子・父子・寡婦福祉資金
の貸付を行っています

子どもの進学費用の貸付です

「
第
５
期
鹿
屋
市
障
害
福
祉

計
画
」等
へ
の
意
見
を
募
集

◎�

内
容
＝
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
確
保
な
ど
の
業
務
目
標
及

び
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
等
を
設
定
す

る「
第
５
期
鹿
屋
市
障
害
福
祉
計

画
・
第
１
期
鹿
屋
市
障
害
児
福
祉

計
画
」（
平
成
30
年
度
～
32
年
度
）

策
定
に
伴
う
意
見
を
募
集

◎�

閲
覧
場
所
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
福
祉
政
策
課
、
各
総
合
支
所
、

各
出
張
所

◎
提
出
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

　

は
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
提
出
用

　

紙
を
直
接
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル

　

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎�

提
出
期
限
＝
12
月
12
日（
火
）

問�
市
福
祉
政
策
課（
１
階
⑲
番
窓
口
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ
31ｰ

１
１
１
３

　

℻
０
９
９
４ｰ
44ｰ
２
４
９
４

　

hukushi@
e-kanoya.net

地
域
お
こ
し
協
力
隊
企
画 

「
サ
ン
タ
de
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」の 

参
加
者
を
募
集

◎�

内
容
＝
鹿
屋
の
食
材
を
使
っ
た
軽

食
を
楽
し
め
る
、
吾
平
山
上
陵
ま

で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

◎�

日
時
＝
12
月
17
日（
日
）　

９
時

～
13
時

◎
場
所
＝
鹿
屋
市
役
所
前
駐
車
場

◎�

対
象
者
＝
小
学
生
ま
で
の
親
子
又

は
中
学
生
以
上
の
人

◎
定
員
＝
50
人（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
）

◎�

参
加
料
＝
高
校
生
以
上
７
０
０
円
、

中
学
生
以
下
５
０
０
円

※
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
レ
ン
タ
ル
有
り

※�

ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る
衣
装
で
参

加
す
る
と
２
０
０
円
割
り
引
き

◎�

応
募
方
法
＝
電
話
も
し
く
は
氏

名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎
応
募
期
限
＝
12
月
８
日（
金
）

問�

サ
ン
タ
de
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
務
局

（
市
商
工
振
興
課
内
・
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
４

　

℻
０
９
９
４ｰ

40ｰ

８
６
８
８

　

chiikiokoshi07@
e-kanoya.

　

net

『
西せ

郷ご

ど
ん
』
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」の
参
加
者

を
募
集

◎�
内
容
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
西

郷
ど
ん
」
初
回
放
映
時
の
パ
ブ

募
集
・
申
請

☎

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

◎�

日
時
＝
平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）

17
時
～
19
時
20
分

◎
場
所
＝
宝
山
ホ
ー
ル（
鹿
児
島
市
）

◎�

参
加
料
＝
無
料

◎�

応
募
方
法
＝
郵
便
往
復
は
が
き
の

往
信
用
裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表

面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
、
次
の
送
付
先
へ
郵
送

○
送
付
先

　

〒
８
９
０ｰ

８
５
７
７

　
「
西
郷
ど
ん
」Ｐ
Ｖ
係

※
住
所
は
不
要

◎�

応
募
期
限
＝
12
月
８
日（
金
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

問�

県
観
光
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

３
０
１
０

「
60
代
で
60
分
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」の
参
加
者
を
募
集

◎�

日
時
＝
12
月
４
日（
月
）　

９
時

30
分
～
11
時
30
分

◎
場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

◎�

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る
60
歳

～
69
歳
の
人

◎
定
員
＝
20
人（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
）

◎
参
加
料
＝
無
料

◎
申
込
方
法
＝
直
接
又
は
電
話

◎
申
込
期
限
＝
11
月
30
日（
木
）

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

デ

▲�地域おこし協力隊 
が盛り上げます
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情報掲示板
KAN0YA
Information

「
平
成
29
年
度
後
期
手
作
り

食
品
加
工
講
座
」の
受
講
者

を
募
集

◎�
日
時
・
場
所

※�

各
講
座
の
日
時
及
び
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載

◎�

時
間
＝
２
時
間
半
～
３
時
間

◎�

対
象
者
＝
各
講
座
の
全
日
程
に
参

加
で
き
る
人

◎
受
講
料
＝
無
料

※�

別
途
、
材
料
費
・
保
険
料
と
し
て

１
，０
０
０
円
～
２
，５
０
０
円

◎�

応
募
方
法
＝
各
施
設
に
直
接
来
館

す
る
か
、
電
話
も
し
く
は
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
性
別
・
生
年
月
日
・

住
所
・
電
話
番
号
・
希
望
講
座
施

設
名
を
記
入
の
う
え
市
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
へ
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎�

応
募
期
限
＝
講
座
初
日
の
12
日
前

問
市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
・
℻
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
２
９
２

　
kanoken@

zenkei.jp

「
タ
ニ
タ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
・

吾
平
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
の

参
加
者
を
募
集

◎�

内
容
＝
第
５
回
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
事
業
と
し
て
実

施
す
る
、
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク

講
師
に
よ
る「
タ
ニ
タ
の
健
康
セ

ミ
ナ
ー
」
及
び
吾
平
山
上
陵
や
小

鹿
酒
造
蔵
元
見
学
を
行
う
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、
体
組
成
計
測

◎�

日
時
＝
12
月
３
日（
日
）　

９
時

20
分
～

◎�

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３
階

フ
リ
ー
ル
ー
ム

◎�

対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
人

※
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
レ
ン
タ
ル
有
り

◎�

定
員
＝
30
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎�

参
加
料
＝
５
０
０
円（
昼
食
代
含

む
）

◎�

応
募
方
法
＝
電
話
又
は
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ

※�

申
込
書
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
に
置

い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎
応
募
期
限
＝
11
月
29
日（
水
）

問�

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
９

　

℻
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
２

「
親
子
で
散
策
！
自
然
に
と

け
こ
も
う
！
」
の
参
加
者
を

募
集

◎�

内
容
＝
高
峠（
垂
水
市
）
で
の
自

然
散
策
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、

小
枝
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作

り
等
の
体
験
活
動

◎�
日
時
＝
12
月
10
日（
日
）　

９
時

～
15
時

�

◎
場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

◎�

対
象
者
＝
小
学
生
以
上
の
人

◎�

定
員
＝
30
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎�

参
加
料
＝
３
０
０
円

※
別
途
、
昼
食
を
持
参

◎
応
募
方
法
＝
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

問�

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

３
２
８
８

　

℻
０
９
９
４ｰ

45ｰ

３
２
５
８

第
36
回「
鹿
屋
市
美
術
展
」

へ
の
出
展
作
品
を
募
集

◎�

展
示
期
間
＝
平
成
30
年
１
月
21
日

（
日
）
～
28
日（
日
）

◎
展
示
時
間
＝
９
時
～
19
時

※
最
終
日
は
15
時
ま
で

◎�

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎�

応
募
部
門
＝
洋
画
、
日
本
画（
水

墨
画
を
含
む
）、
彫
刻
、
工
芸
、

デ
ザ
イ
ン
、
写
真
、
手
工
芸

◎
応
募
資
格
＝
高
校
生
以
上

◎�

応
募
点
数
＝
各
部
門
１
人
４
点
以

内
◎�

作
品
規
格
＝
次
の
要
件
を
満
た
し
、

い
ず
れ
も
未
発
表
の
も
の

○�

洋
画
・
日
本
画
＝
20
号
以
上
50
号

Ｓ
ま
で
と
し
、
縁
幅
５
㎝
以
内
の

仮
縁
。
ガ
ラ
ス
不
可
、
ア
ク
リ
ル

可
。
額
装（
吊
り
金
具
必
須
）

※�

水
彩
・
水
墨
・
版
画
の
み
36
．
５

㎝
×
51
．５
㎝ 

以
上

○�

彫
刻
＝
大
き
さ
は
等
身
大
ま
で
、

重
さ
は
70
㎏
以
内

○�

平
面
デ
ザ
イ
ン
＝
Ｂ
全
・
Ｂ
２
パ

ネ
ル
張
り

○�

工
芸
＝
平
面
は
洋
画
に
準
じ
、
立

体
は
70
㎏
以
内

○�
手
工
芸
作
品
＝
平
面
作
品
は
１
５

０
㎝
×
１
５
０
㎝
ま
で
、
陶
芸
作

品
は
60
㎝
×
60
㎝‌

×
60
㎝
ま
で
、

立
体
作
品
は
１
５
０
㎝
×
１
０
０

㎝
×
60‌

㎝
ま
で
と
し
、
い
ず
れ
も

10
㎏
以
内

※�

複
数
小
作
品
の
場
合
は
固
定
し
て

出
品

○�

写
真
＝
半
切
以
上
大
全
紙
ま
で
と

し
、
木
製
パ
ネ
ル
貼
り
又
は
仮
額

縁（
縁
幅
５
㎝
以
内
）

※�

作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
題
名
を
必
ず
記
入

◎�

出
品
料
＝
１
点
２
，
０
０
０
円
、

２
点
目
か
ら
１
点
１
，
０
０
０
円

※
高
校
生
は
無
料

※
納
入
さ
れ
た
出
品
料
は
返
却
不
可

※�

郵
送
の
場
合
は
、
出
品
料
と
申
込

書
を
現
金
書
留
で
送
付

◎�

受
付
・
搬
入
日
＝
平
成
30
年
１
月

13
日（
土
）　

10
時
～
16
時

◎�

搬
入
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※�

郵
送
の
場
合
は
、
〒
８
９
３ｰ

０

０
０
９　

鹿
屋
市
大
手
町
１ｰ

１

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
芸
術
文
化
学

習
プ
ラ
ザ
へ
、
平
成
30
年
１
月
12

日（
金
）17
時
ま
で
に
必
着

問�

市
生
涯
学
習
課（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

日　時 場所・電話番号 主な加工食品

1
12/16（土） 、17（日）、  1/20（土）、

2/10（土）、  3/10（土）　9:00 ～
※12/16（土）は12:30 ～

市農業研修センター
☎0994-43-9292

蒸 し よ う か ん、 麺 つ ゆ、
甘酒、豚味噌、うるめ節の
佃煮　など

2 12/16（土）、1/20（土）、  2/17（土）、
3/17（土）　9:00 ～

花岡食品加工実習
センター
☎0994-46-2798

いりことレーズンの佃煮、
甘酒、シューマイ、おこ
わ　など

3 12/25（月） 、1/27（土）、
2/19（月）、3/23（金）　9:00 ～

向江食品加工実習
センター
☎0994-43-4640

豚の角煮、さおしか、茶
うけ味噌、ふくれ菓子　
など

4
12/20（水）、 1/18（木）、2/16（金）、

3/  2（金）、3/  3（土）　9:00 ～
※3/2（金）は13:00 ～

はらいがわふれあい
センター
☎0994-43-8713

ゆべし、鉄火味噌、焼き肉
のたれ、すしの具、ハリハ
リ漬け　など

19  Kanoya City Public Relations



情報掲示板
KAN0YA
Information

ジ（http://w
w

w
.kanoyashim

in.
jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎
応
募
期
限
＝
12
月
４
日（
月
）

◎�

そ
の
他
＝
応
募
期
限
以
降
の
受
講

辞
退
も
受
講
料
及
び
材
料
費
の
支

払
い
が
必
要

問�

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
芸
術
文
化
学

習
プ
ラ
ザ

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

　

℻
０
９
９
４ｰ

43ｰ

０
７
４
４

肝
属
地
区
環
境
ふ
れ
あ
い

館
の
講
座
受
講
者
を
募
集

◎�

内
容
・
日
時
・
定
員

◎�

場
所
＝
肝
属
地
区
環
境
ふ
れ
あ
い

館

�

◎
対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
人

◎
受
講
料
＝
無
料

◎�

応
募
方
法
＝
直
接
来
館
又
は
電
話

で
応
募
す
る
か
、
氏
名
・
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
記

入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎�

応
募
期
限
＝
11
月
30
日（
木
）

◎�

そ
の
他
＝
12
月
８
日（
金
）
～
24

日（
日
）の
間
、
ク
リ
ス
マ
ス
ワ
ー

格
取
得
費
用
を
助
成
す
る
教
育
訓
練

給
付
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
主
が
利
用
で
き
る
各

種
助
成
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

労
働
保
険
に
未
加
入
の
事
業
主
は
早

急
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

４
１
３
５

「
鹿
屋
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｐ
Ｒ

年
賀
は
が
き
」を
発
売
し
ま

す
　

市
で
は
、
市
外
の
人
に
鹿
屋
市
を

知
っ
て
応
援
し
て
も
ら
う
た
め
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｐ
Ｒ
年
賀
は
が
き
を
発
売

し
ま
す
。

◎�

価
格
＝
５
２
０
円（
10
枚
セ
ッ
ト
）

◎�

発
売
枚
数
＝
１
万
枚

※
な
く
な
り
次
第
終
了

◎�

発
売
日
＝
11
月
23
日（
木
・
祝
）

◎�

発
売
場
所
＝
霧
島
ヶ
丘
公
園
自
由

広
場（
鹿
屋
市
農
業
ま
つ
り
会
場
）

※�

11
月
24
日（
金
）
以
降
は
市
ふ
る

さ
と
Ｐ
Ｒ
課
で
販
売

問
市
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
課（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
１

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催（
事
前
申
込

不
要
）

問�

肝
属
地
区
環
境
ふ
れ
あ
い
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

62ｰ

８
１
０
１

　

℻
０
９
９
４ｰ

62ｰ

８
１
０
２

農
振
除
外
等
の
申
出 

受
付
を
一
定
期
間
停
止 

し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
に
策
定

し
た「
鹿
屋
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
」を
全
体
的
に
見
直
す
こ
と
か
ら
、

農
業
振
興
地
域
に
関
す
る
相
談
申
出

書
及
び
農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出

書（
農
振
除
外
・
編
入
・
用
途
変
更
）

の
受
付
を
一
定
期
間
停
止
し
ま
す
の

で
、
農
振
除
外
な
ど
検
討
し
て
い
る

人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�
個
別
申
出
停
止
予
定
期
間
＝
平
成

30
年
３
月
６
日（
火
）
～
平
成
31

年
３
月
31
日（
日
）

問
市
農
林
水
産
課（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ
31ｰ
１
１
１
７

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

予
防
接
種
費
用
を
助
成

し
ま
す

◎�

助
成
対
象
者
＝
市
に
住
民
登
録
し

て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人 お

知
ら
せ

平
成
29
年
度
リ
ナ
シ
テ
ィ
か

の
や「
リ
カ
レ
ン
ト
年
末
特

別
講
座
」の
受
講
者
を
募
集

◎�

内
容
及
び
日
時
等

◎�

対
象
者
＝
大
隅
地
域
に
在
住
し
て

い
る
高
校
生
以
上
の
人

※�

保
護
者
の
参
加
が
あ
れ
ば
小
学
生
、

中
学
生
も
参
加
可
能

◎�

受
講
料

○
市
内
在
住
の
人
＝
５
０
０
円

○
市
外
在
住
の
人
＝
１
，
０
０
０
円

※�

い
ず
れ
も
別
途
材
料
費
が
必
要

◎�

応
募
方
法
＝
申
込
用
紙
を
直
接
持

参
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※�

申
込
用
紙
は
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

２
階
総
合
受
付
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

○
接
種
当
日
に
65
歳
以
上
の
人

○�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害

を
有
す
る
人
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に
障

害
を
有
す
る
人
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
◎�

助
成
期
限
＝
平
成
30
年
１
月
31
日

（
水
）

※
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く

◎�

助
成
回
数
＝
１
回

◎
助
成
費
用
＝
２
，
０
０
０
円

◎�

申
請
・
接
種
方
法
＝
事
前
に
医
療

機
関
に
接
種
日
時
を
電
話
等
で
予

約
し
、
年
齢
及
び
住
所
が
確
認
で

き
る
健
康
保
険
証
を
医
療
機
関
に

持
参

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、 

労
働
保
険
に
入
り
ま
し
ょ
う

　

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」
で
す
。
労
働
者
を
１
人
で

も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保

険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
労
働
者
が
業
務
災
害

に
あ
っ
た
時
や
失
業
し
た
時
に
適
用

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
在
職
中
の
高

年
齢
者
や
育
児
休
業
中
・
介
護
休
業

中
の
人
へ
の
給
付
制
度
や
職
業
の
資

№ 講　座　名 期　日 時　間 定員 材料費
1 クリスマスのパン作り 12/ 9（土） 13:00～16:30 12人 1,000円 

2 押し花で作るグリー
ティングカード 12/ 9（土） 14:00～16:00 15人 500円

3 リフレッシュヨガ体験 12/10（日） 10:00～12:00 15人 無料
4 手打ち年越しそば作り 12/16（土） 10:00～12:00 15人 500円

5 ニットで作るクリス
マスのぐるぐるリース 12/16（土） 13:30～15:30 15人 1,000円

6 プリザーブドフラワー
正月飾り作り 12/17（日）14:00～16:00 15人 3,000円

7 クリスマスケーキ作り 12/23（土） 13:00～16:00 15人 1,500円

Pick upPick up

日　時 内　容 定員

12/22 （金）
9:30～15:00

布ぞうり
作り

5人

12/23（土・祝）
9:30～12:00

自転車
整備講座

1組

※自転車整備講座は親子で参加可能
※応募者が定員を超えた場合は抽選

▲�斜線部分にオリジナル
デザインが入ります。

※応募多数の場合は抽選、定員に満たない場合は、開講できない場合有り
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情報掲示板
KAN0YA
Information

滞
納
額
が
大
き
く
な
る
前
に
、
納
税

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
29
年
度
上
期
差
押
状
況

◎�

休
日
相
談
窓
口
＝
毎
月
第
２
・
４

日
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

◎�

夜
間
相
談
窓
口
＝
毎
月
第
２
・
４

週
の
17
時
～
19
時

※
原
則
水
曜
日
を
除
く

問
市
収
納
管
理
課（
１
階
⑬
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
５
５

移
転
措
置
事
業
に
お
け
る

附
帯
農
地
の
買
入
年
限
に

つ
い
て

　

防
衛
省
で
は
、
鹿
屋
飛
行
場
周
辺

の
航
空
機
騒
音
が
著
し
い
区
域
内
の

農
地（
野
里
町
、
田
崎
町
）
を
所
有

す
る
人
が
、
区
域
外
へ
移
転
し
た
こ

と
に
よ
り
通
農
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
農
地
に
つ
い
て
、
買
い
入
れ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎�

買
入
申
込
方
法
＝
電
話

◎�

買
入
申
込
期
限

○�

平
成
24
年
12
月
19
日
よ
り
前
に
建

物
等
の
移
転
等
補
償
契
約
を
締
結

し
た
人
＝
12
月
19
日（
火
）

○�

平
成
24
年
12
月
19
日
以
降
に
建
物

等
の
移
転
等
補
償
契
約
を
締
結
し

た
人
＝
契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら

５
年
を
経
過
す
る
日

※�

条
件
等
に
よ
り
、
申
し
込
み
し
た

土
地
を
買
い
入
れ
で
き
な
い
場
合

も
有
り

問
九
州
防
衛
局
防
音
対
策
課

　

☎
０
９
２ｰ

４
８
３ｰ

８
８
２
４

不
動
産
無
料
相
談
会

◎�

内
容
＝
弁
護
士
や
税
理
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
な
ど
専
門
相
談
員
に

よ
る
不
動
産
相
談
会

◎�

日
時
＝
11
月
30
日（
木
）　

10
時

～
15
時

◎�

場
所
＝
市
役
所
６
階
６
０
１
・
６

０
２
会
議
室

問�

鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

大
隅
支
部

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

０
４
３
６

を
添
え
て
直
接
持
参

問
市
子
育
て
支
援
課（
１
階
⑱
番
窓

　

口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
４

平
成
28
年
度
の
鹿
屋
市
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た「
未

来
へ
つ
な
ぐ
鹿
屋
市
新
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、
平
成
28
年

度
に
実
施
し
た
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
と
効
果
を
公
表
し
ま
す
。
個
別

の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
28
年
度
の
取
り
組
み
結
果

◎
平
成
28
年
度
の
主
な
取
り
組
み

○�

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
開

始
○�

事
務
事
業
見
直
し
に
よ
る
歳
出
予

算
の
削
減

○
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
拡
充

◎
行
財
政
改
革
の
効
果
額

問
市
総
務
課（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
７

　
　タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
市
税

等
の
滞
納
処
分
を
強
化
し

ま
す

　

市
税
等
は
、
福
祉
や
保
険
等
の
社

会
保
障
を
は
じ
め
、
教
育
、
道
路
整

備
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

財
源
で
す
。
市
で
は
、
市
税
等
収
入

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
厳
し

い
経
済
環
境
の
中
で
も
納
期
内
に
納

付
さ
れ
て
い
る
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

催
告
を
繰
り
返
し
て
も
自
主
納
付
が

見
込
ま
れ
な
い
場
合
に
、
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
を
実
施
す
る
な
ど
、
滞
納
処

分
を
強
化
し
ま
す
。

　

納
期
内
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

母
子
・
父
子
・
寡
婦 

福
祉
資
金
の
貸
付
を 

行
っ
て
い
ま
す

◎�
内
容
＝
母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭

の
子
ど
も
の
高
校
、
大
学
、
短
大
、

専
修
学
校
等
へ
の
進
学
に
必
要
な

費
用
の
無
利
子
の
貸
付（
要
返
済
）

◎�

資
金
の
種
類
と
貸
付
限
度
額

◎�

振
込
日
＝
申
込
か
ら
１
～
２
か
月

後
◎�

返
済
開
始
時
期
＝
学
校
卒
業
か
ら

６
か
月
後

◎�

申
込
方
法
＝
市
子
育
て
支
援
課
に

置
い
て
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類

Pick up

▲�悪質滞納者には「タイヤロック」を実
施。差し押さえた自動車等を公売し、
売却代金を滞納税等に充当します。

対　象 貸付限度額 返済期限

修学資金
就学のための授業料、
書籍代、通学費、下宿
代などに必要な経費

月額27,000円
～96,000円

貸付を受けた期間の３倍以内
（専修学校一般課程の場合

は５年以内）

就学支度
資金

入学に必要な入学金、
アパート敷金などの経費

40,600円
～590,000円

７年以内（専修学校一般課程
及び修業施設の場合は５年
以内）

※�学校の種類、公・私立の別、自宅・自宅外通学の別により貸付限度額に違い有り

区　分 項目数 割合

　おおむね、目標どおり  69 82.1％

　目標に比べ、遅れている  15 17.9％

　計画を見直して実施       0    0％

　未実施       0  0％

合　計 　 84 100％

区分 項　目 効果額
（千円）

歳出
削減

事務事業見直し等 △105,727

職員数や給与等の削減 △125,157

合　計 △230,884

歳入
増加

遊休資産等の市有財産売却 66,685

新たな財源創出等 1,435,455

合　計 1,502,140

相

談

区分 差押件数

預貯金 1,773件

国税還付金 16件

給与 29件

不動産 14件

その他 102件

合計 1,934件

※上期（4月～ 9月）
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情報掲示板
KAN0YA
Information

◎
場
所
＝
鹿
屋
体
育
大
学
大
学
会
館

　

２
階
Ｎニ

フ

ス

Ｉ
Ｆ
Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
参
加
料
＝
無
料

問�

鹿
屋
体
育
大
学
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
国
重
研
究
室

　

☎
０
９
９
４ｰ

46ｰ

４
８
９
３

第
39
回
鹿
屋
市
秋
ま
つ
り

歩
行
者
天
国

◎
昼
の
部

○T
テ
ィ
ー
ン
ズ

EEN
S P

ポ
ッ
プ

O
P C

カ
ル
チ
ャ
ー

U
LTU

RE F

フ
ェ
ス

ES
○
Ｔタ
ッ
ク
ス

Ａ
Ｘ
フ
ェ
ア
in
鹿
屋
秋
ま
つ
り

○
お
お
す
み
Ａア

ク

ト

Ｃ
Ｔ（
生
バ
ン
ド
・

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
共
演
の
コ
ン
サ
ー

　

ト
、
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

○
本
町
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

○
軽
ト
ラ
市

○
移
動
動
物
園

◎
夜
の
部
＝
北
田
新
酒
祭
り

◎
日
時
＝
11
月
26
日（
日
）

○
昼
の
部
＝
10
時
～
16
時

○
夜
の
部
＝
17
時
～
21
時

◎
場
所
＝
中
央
地
区
商
店
街

◎
交
通
規
制
＝
９
時
30
分
～
22
時

問�

鹿
屋
市
歩
行
者
天
国
連
絡
協
議
会

事
務
局（
鹿
屋
商
工
会
議
所
内
）

　
☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５

　

に
電
話

問�

市
生
涯
学
習
課（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

第
11
回
ハ
ー
ト
フ
ル 

ウ
ィ
ー
ク

◎�

内
容
・
日
時
・
場
所

◎
入
場
料
＝
無
料

問�

ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員

会
事
務
局（
肝
属
地
区
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

４
８
０
１

大
隅
の
食
と
マ
ル
シ
ェ
の
祭
典

◎�

内
容
＝
料
理
研
究
家
の
門か
ど

倉く
ら

多た

に仁

亜あ

氏
と
神
野
地
域
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
大
隅
の
食
材
を
使
っ
た
ラ
ン

チ
イ
ベ
ン
ト
、
お
お
す
み
ハ
ナ
マ
ル

シ
ェ
と
共
同
実
施
す
る
マ
ル
シ
ェ

◎
日
時
・
参
加
料

◎
場
所
＝
旧
神
野
小
学
校

◎
駐
車
場
＝
吾
平
運
動
場
周
辺

※
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

問�

お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
事
務
局

（
市
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
課
内
・
２
階
）

☎
０
９
９
４ｰ
31ｰ
１
１
７
６

か
の
や
土
曜
朝
市 

20
周
年
記
念
特
別
企
画 

「
大
抽
選
会
」

◎�

内
容
＝「
か
の
や
土
曜
朝
市
」
に

出
店
す
る
各
店
自
慢
の
賞
品
が
当

た
る
抽
選
会
、
ぜ
ん
ざ
い
や
お
茶

の
ふ
る
ま
い

◎�

日
時
＝
12
月
16
日（
土
）　

７
時
～

※
賞
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了

◎�

場
所
＝
か
の
や
イ
ベ
ン
ト
広
場

◎�

抽
選
券
＝
毎
週
土
曜
日
の
６
時
～

10
時
に
開
催
さ
れ
る
土
曜
朝
市
で
、

各
店
舗
3
０
０
円
の
購
入
ご
と
に

抽
選
券
１
枚
を
配
付

問�

か
の
や
土
曜
朝
市
実
行
委
員
会
事

務
局（
日
髙
）

　
☎
０
９
０ｰ

６
８
９
８ｰ

９
４
７
５

平
成
29
年
度
鹿
屋
市 

人
権
問
題
講
演
会

◎�

内
容
＝
人
権
問
題
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
の

講
演
会
及
び
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
人

権
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

○
演
題
＝「
頑
張
れ
！
あ
な
た
は
宝

　

物
！
」

○
講
師
＝
露つ
ゆ

の
団ま
る
こ姫 

氏（
落
語
家
）

◎
日
時
＝
12
月
９
日（
土
）　

14
時

　

～
16
時
20
分

◎
場
所
＝
市
文
化
会
館

◎
参
加
料
＝
無
料

※
託
児（
２
歳
～
６
歳
）
を
希
望
す

　

る
場
合
は
12
月
５
日（
火
）
ま
で

鹿
屋
市
収
蔵
作
品
展

◎�

内
容
＝
こ
れ
ま
で
市
に
寄
贈
さ
れ

た
作
品
や
鹿
屋
市
美
術
展
で
大
賞

又
は
市
長
賞
に
入
賞
し
た
作
品
等
、

市
が
所
蔵
し
て
い
る
絵
画
・
工
芸
・

彫
刻
・
写
真
等
の
展
示

◎�

日
時
＝
11
月
18
日（
土
）
～
12
月 

３
日（
日
）　

９
時
～
18
時

◎�

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
入
場
料
＝
無
料

問�

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
芸
術
文
化
学

習
プ
ラ
ザ

　
☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

い
ん
ぐ
り
っ
し
ゅ
☆
る
～
む

◎�

内
容
＝
英
語
に
興
味
が
あ
る
人
や

英
語
が
好
き
な
人
な
ど
が
自
由
に

英
会
話
を
楽
し
む
交
流
会

◎�

日
時
＝
11
月
15
日（
水
）
～
12
月

13
日（
水
）
の
毎
週
水
曜
日　

16 

時
45
分
～
17
時
45
分

イ
ベ
ン
ト

内　容 日　時 場　所
福祉事業所の活動
紹介、障がいのあ
る人の作品展示・
物販

12/11（月）～ 16（土）
9:00 ～ 16:30
※�12/16（土）のみ12:00まで

市社会福祉
会館

映画「共に歩く」
上映会

12/16（土）
14:00 ～ 15:30

リナシティ
かのや２階
情報研修室

※映画上映会は、電話による予約が必要

イベント 日　時 参加料

ランチイベント

「T
タ ニ ア ズ

ANIA'S T
テ ー ブ ル

ABLE I
イン

N 

K
カ ミ ノ

AMINO 」

11/26（日）
11:30 ～ 13:30

3,500円

マルシェイベント

「C
ク リ ス マ ス

hristmas M
マ ー ケ ッ ト

arket 」
11/26（日)
10:00 ～ 16:00

無料

※�ランチイベントは、11/20（月）までに電話で 
事前申込（定員80人になり次第締め切り）

※ランチイベントは、中学生以上の人が対象
▲�１日限りのイベント会場となる 

旧神野小学校
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るために一度にたくさんのインスリンが必要になり、昼

食と夕食後の血糖値が上昇しやすくなり、膵臓に負担が

かかるため、高血糖や糖尿病の原因になってしまいます。

◎「あさごはん　しっかりたべて　元気いっぱい」

　朝食を食べるとすぐに体温が上がり、脳にエネルギー

が補給されるため、体も脳も活動状態になります。朝

食は、子どもだけでなく大人にとっても大切です。
問�市保健相談センター　☎ ０９９４-４１-２１１０

◎大人が朝食を食べていない

　平成24年度健康づくり計画の市民調査結果によると、中

学生・高校生の7.3％、その親世代である40歳代男性の

30.9％の人が、朝食を食べていないという結果が出ています。

◎朝食抜きの生活習慣は、糖尿病の発症リスクが上昇

　血糖値の変化には、膵
すいぞう

臓から分

泌されるインスリンというホルモ

ンが深く関わっています。インス

リンは血糖値を下げる働きをもっ

ています。

　１日３食の食事を規則的に食べ

ると血糖値の変化は安定しますが、

朝食を抜いた場合、血糖値を下げ

「かのやん朝ごはんレシピ」を紹介
スコッチエッグ（調理時間：５分）

◎材料＝卵４個、キャベツ４枚、ベーコン２枚、
　塩コショウ少々
◎作り方

○�１cm 幅に切ったベーコ
ンとキャベツを器に敷き、
真ん中に卵を割り入れる。

○爪
つま

楊
よう

枝
じ

で卵に数か所穴をあけてラップをかける。
○電子レンジで１分程度温めて、お好みで塩コショウ
　を振ってでき上がり。
※�「かのやん朝ごはんレシピ」（鹿屋市食育研究会）
の他のレシピは市ホームページに掲載しています。

朝食を食べて生活習慣病予防

▲朝食を食べた場合（上）と
　食べなかった場合（下）の
　血糖値の変化

血糖値 朝食 昼食 夕食

時間
7時 12時 18時 24時

血糖値 昼食 夕食

時間
7時 12時 18時 24時

平成29年度「第31回健康増進月間」標語コンクール
理事長賞作品より（西原小学校２年 下

しも

田
だ

 陽
はる

仁
ひと

さん）

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医11月・12月

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

11月26日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

12月  3日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

 10日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

17日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
岩重医院 東串良町川東 63-8514

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

11月23日
福田病院 寿3丁目 43-4191
まつだこどもクリニック 西原2丁目 52-0507
恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

26日
みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

12月  3日
児玉上前共立病院（内科のみ） 寿5丁目 43-2510
こだま小児科 笠之原町 41-5111
鮫島整形外科病院 寿1丁目 43-2535

10日
中塩医院 西原1丁目 43-2489
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

17日
中原クリニック 横山町 48-2011
やのファミリークリニック 寿4丁目 43-6248
検見崎病院 西原1丁目 43-2991

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
11月23日 武田歯科医院 今坂町 44-1619

26日 高須歯科医院 高須町 47-2525
12月  3日 下浜歯科医院 川西町 41-5888

10日 中原歯科医院 西原1丁目 43-0088
17日 とおや治歯科クリニック 寿1丁目 40-1811

※�休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になること
　があります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。
※�休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、
　翌日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常１日分とします。

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119
　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

まちの
保健室

Health Care

23  Kanoya City Public Relations



これを
取材して!!

お気に入りの
場所見つけ
ました !!

誰かに聞いて
ほしい話が
あります…

ちょっと
困っている
ことがある
んだけど…

つ

なが
る ひろがる

 
場り語のち

ま

市民の
ひろば

霧
島
ヶ
丘
公
園
な
ど
に
、
都
城
の「
川

の
駅
公
園
」の
よ
う
な
施
設
を
作
っ

て
欲
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
自
転

車
に
乗
り
た
く
て
も
広
い
場
所
が
な
い
。

子
ど
も
も「
川
の
駅
公
園
」
が
好
き
で
す
が

遠
い
た
め
、
鹿
屋
に
も
、
色
ん
な
自
転
車

を
低
料
金
で
貸
し
て
も
ら
え
て
、
思
う
存

分
自
転
車
に
乗
れ
る
場
所
が
で
き
た
ら
、

子
ど
も
た
ち
も
喜
ぶ
と
思
う
の
で
作
っ
て

欲
し
い
で
す
。（
市
民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

こ
れ
ま
で
も「
霧
島
ヶ
丘
公
園
で
自
転
車

に
乗
り
た
い
」
と
の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た

の
で
、
公
園
内
の
管
理
用
道
路
な
ど
を
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
本
年
４
月
か
ら
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
サ

イ
ク
ル
な
ど
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
霧

島
ヶ
丘
公
園
内「
ち
ゃ
り
カ
フ
ェ
」で
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
公
園
づ
く
り

に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

種
子
島
か
ら
鹿
屋
に
帰
る
の
に
、
根

占
～
指
宿
の
高
速
船
を
利
用
し
ま

し
た
が
、
夕
方
の
便
で
指
宿
か
ら
根
占
に

着
い
た
と
き
、
目
の
前
で
鹿
屋
行
き
の
バ

ス
が
行
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
の
時
間
が

５
分
違
え
ば
乗
れ
る
の
で
す
が
、
ど
ち
ら

に
言
っ
て
も「
会
社
が
違
う
の
で
…
」と
い
う

こ
と
で
し
た
。
ぜ
ひ
、
ど
う
に
か
お
願
い
し

ま
す
。（
市
民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

指
宿
か
ら
根
占
へ
海
上
交
通
を
利
用
し
て

移
動
す
る
手
段
と
し
て
は「
フ
ェ
リ
ー
」
と「
高

速
船
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
バ
ス

と
の
接
続
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
フ
ェ
リ
ー
」

は
バ
ス
と
の
接
続
を
考
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、「
高
速
船
」
と
の
接
続
で
は
、
４

分
し
か
乗
り
継
ぎ
時
間
が
な
い
た
め
、
今
回

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま

す
。
お
便
り
を
受
け
、「
高
速
船
」
の
運
行
事

業
者
に
、
路
線
バ
ス
と
の
接
続
を
考
慮
し
た

ダ
イ
ヤ
へ
の
見
直
し
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
バ
ス
の
運
行
事
業
者
に
は
、
高
速
船
利

用
者
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

指
宿
と
根
占
を
結
ぶ
航
路
は
重
要
な
交
通
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
と

し
て
も
関
係
自
治
体
や
交
通
事
業
者
と
と
も

に
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
用
の
ト
イ
レ
を
、
な
ぜ
１

階
中
央
に
設
置
し
て
い
な
い
の
か
。

１
階
の
奥
に
は
あ
る
が
、
市
民
が
１
番
利

用
し
や
す
い
の
は
、
中
央
で
あ
る
と
思
う
。

車
椅
子
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
用
し
、
地

下
ま
で
降
り
る
の
は
不
便
で
あ
る
と
思
う
。

（
尚
さ
ん
・
51
歳
・
女
性
）

　

市
役
所
本
庁
舎
で
は
障
が
い
者
の
方
々
へ

の
配
慮
と
し
て
、
障
が
い
者
優
先
駐
車
場
の

一
部
へ
の
カ
ー
ポ
ー
ト
設
置
や
、
１
階
フ
ロ
ア

の
改
修
、
通
路
の
拡
幅
な
ど
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
１
階
中
央
へ
の
障
が
い
者
用
ト
イ
レ

設
置
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
の
構
造
上
困
難
な

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
総
合
案
内
等
で
１

階
東
側（
税
務
課
近
く
）の
障
が
い
者
用
ト
イ

レ
等
を
ご
案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
現
在
建
設
中
の
庁
舎
別
館
に
は
、
多
目

的
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
今
後
も
、

庁
舎
等
の
整
備
を
行
う
際
に
は
、
市
民
の
皆

様
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
そ
か
ら
嫁
い
だ
者
に
と
っ
て
は
、
長

年
鹿
屋
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、「
大
人
の
社
会
見
学
」
は
い
つ

も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
芝
は
県
内

一
で
一
大
産
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
８
月
号
の
小
型
の
仏
像
は
、

垂
水
の
母
が
生
前
、「
花
岡
の
浄じ

ょ
う

福ふ
く

寺じ

に
は
、

そ
れ
は
か
わ
い
ら
し
い
素
敵
な
仏
像
が
あ

る
ん
だ
よ
」と
言
っ
て
い
た
の
は
、
こ
れ
だ
！

と
。
厨ず

司し

入
り
と
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
久
し
振
り
に
母
の
笑
顔
を
思
い
出
す

こ
と
で
し
た
。（
Ｎ
・
Ｎ
さ
ん
・
43
歳
・
女
性
）

　

広
報
か
の
や
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し

く
読
ん
で
い
た
だ
き
、
鹿
屋
市
の
こ
と
を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、「
大
人
の
社
会
見
学
」を
は
じ
め
、「
明

日
へ
の
扉
」や「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」で
様
々
な

情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
８
月
号
の
小

型
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

尊そ
ん

像ぞ
う

の
記
事
を
読
ん
で
い

た
だ
き
、
Ｎ
・
Ｎ
さ
ん
に
と
っ
て
素
敵
な
時

間
と
な
っ
た
と
伺
い
、
心
温
ま
る
思
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
紹
介
し
て

参
り
ま
す
。
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お手数ですが

62円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

広報誌への感想や、市へのご意見の
ほか、地域のイベントや出来事、お
勧めスポットなど多くの情報もお寄せ
ください。お便りをいただいた方の
中から、抽選で特産品等をプレゼン
トしています。たくさんのご応募をお
待ちしています！
※�掲載時に、原稿の一部を手直しする

場合もございます。

〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課

「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを
募集しています

№285

11Present

かのや活動レポート vol.26

市民のひろばにお便りをくださった方の中から

松ま
つ
も
と本 

功こ
う

次じ

郎ろ
う 

隊
員

今
回
の
報
告
者

応募〆切　12月11日（月曜日）

2017年のクリスマスは、家族みんなで洋上クルージングに出か
けませんか。船上から見る雄大な景色と、船内での楽しいイベン
トを満喫できる乗船券（大人ペア）を３名様にプレゼントします。
◎日時＝12月23日（土・祝）12:00 ～ 14:00　※雨天決行
◎集合場所＝志布志港フェリーさんふらわあのりば

さんふらわあクリスマスファミ
リークルーズ乗船券（大人ペア）
をプレゼントします。

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。

航路志
布
志
湾
周
遊（
内
之
浦
ロ
ケ
ッ
ト
基
地
沖
コ
ー
ス
）

志布志港

ビロウ島

都井岬

荒瀬

内之浦

石油備蓄基地石油備蓄基地

内之浦
宇宙空間観測所
内之浦
宇宙空間観測所

志布志湾志布志湾

㈱フェリーさんふらわあ志布志港
（クルーズ問い合わせ）
☎ 050-3816-3511

志布志市志布志町
志布志3292
営業時間=10:00 ～ 17:00

（土日祝日=10:00 ～ 15:00）

　こんにちは！吾平町で地域おこし協
力隊をしている松本です。
　最近の活動として、わが街・吾平の
山の魅力を自分の目や体で確認するた
め、鹿屋市観光協会のスタッフのみな
さんと中岳（通称：吾平富士）登山をしました。
　この時に一緒に来てくれたのが、鹿屋自然観察指導員の方で
す!! 豊富な植物の知識だけでなく、自然との触れ合い方を考え
させてくれる、素敵な登山でした！
　今後は、この素敵な体験を多くの皆さんに提供できるような
仕組みを作っていきたいと思っています。
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編  集  後  記

認 知症支援や障がい者ボラン
ティアはまさに人の「支え」。

「支える」という言葉には、重みと
温かみを感じます。どんな人であっ
ても、この世に生を受けてから、
多くの「支え」があって今があるので
しょう。いい言葉です。（前田）

今号が皆さんのお手元に届くこ
ろは、B

ボ ジ ョ レ ー

eaujolais n
ヌ ー ヴ ォ ー

ouveauの
解禁時期。フレンチでは大体コース
料理とソムリエさんお勧めのワイン
なので、いつの日か、アラカルトの
料理に銘柄指定のワインで楽しめる
ようになりたいです。（原田）

鹿 屋に住んでいると気づきにく
い「鹿屋の魅力」。農家民宿

に泊まって体験すれば、その答え
が見つかるかもしれません。農家
民宿や民泊をされる人は魅力的な
方ばかり。「人」こそがまちの魅力な
んだと、改めて実感します。（田嶋）

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

 スポットライト
    ～地域で頑張

る人たち～

地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む
グ

ル
ー
プ
は
市
内
に
多
く
あ

り
ま
す
が
、
東
西
く
し
ら
盛
りup
会

は
異
色
の
存
在
。
鹿
屋
市（
串
良
町
）

と
東
串
良
町
の
メ
ン
バ
ー
が
自
治
体

の
境
を
越
え
て
集
ま
り
、「
東
西
く

し
ら
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
年
齢
も
職
業
も
、

住
む
街
も
ま
っ
た
く
違
う
約
20
人
の

メ
ン
バ
ー
は
、
公
園
等
の
草
刈
り
作

業
な
ど
で
活
動
資
金
を
工
面
し
、
両

地
域
の
活
性
化
と
交
流
促
進
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
５
回
目
の
開
催
を
迎
え
る

「
ヒ
カ
リ
バ
シ
Ｈほ

う

え

い

Ｏ
Ｕ
Ｅ
Ｉ
」
は
、
両

地
域
を
結
ぶ
豊
栄
橋
を
、
12
月
か
ら

来
年
２
月
ま
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
彩
る
と
と
も
に
、
12
月
３
日
の
点

灯
式
で
は
豊
栄
橋
を
歩
行
者
天
国
に

し
て
、
橋
の
中
央
の
町
境
で
１
年
間

の
橋
の
領
有
権
を
賭
け
た「
町
境
つ
な

ひ
き
合
戦
」が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
メ
ン
バ
ー
の
職
業
や
得
意
分
野

を
生
か
し
て
、
重
機
操
作
体
験
や
う

な
ぎ
放
流
体
験
な
ど
、
多
数
の
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

取
材
し
た
こ
の
日
は
、
各
メ
ン
バ
ー

ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
準
備
状
況
な
ど
の

確
認
や
、
活
動
資
金
確
保
の
一
環
の

募
金
箱
づ
く
り
を
実
施
。
多
忙
な

中
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
て
、

出い
ず
み
ざ
わ

水
澤
直な
お

志し

さ
ん
は
こ
う
語
り
ま
す
。

「
小
さ
な
こ
と
で
も
、
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。
自

分
で
で
き
な
い
こ
と
は
職
業
･
地
域

な
ど
を
越
え
て
仲
間
を
作
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が『
こ
こ
に
住
み
た
い
、帰
っ

て
き
た
い
』と
思
え
る
ま
ち
を
目
指
し

て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

No.11

東
西
く
し
ら
盛も

り
up
会

街
を
越
え
て「
ま
ち
に
光
を
、

　
　
人
に
光
を
、未
来
に
光
を
」

メンバー手作りでイルミネーションを設置。その資金を得るために実
施する草刈り作業。メンバーを動かすのは、地域への想い。

メンバーの苦労の結晶、「豊栄橋イルミネーション」。東西くしらを結ぶ
架け橋が光で彩られたとき、メンバーは無上の喜びを感じる。

出水澤会長を中心に定期的に会議
を開催。メンバーは真剣なまなざ
しで熱い想いを口にする。

ア
ッ
プ
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社会
見学

大人の

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

重し
げ

田た 

嘉よ
し

康や
す 

さ
ん

前
・
市
成
町
内
会
会
長

六
地
蔵
」
に
つ
い
て
、
前
・
市
成
町

内
会
会
長
の
重
田
嘉
康
さ
ん
に
案
内

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
戦
国
時
代
に
戦
い
く
さ
で
亡
く
な
っ
た

人
を
供
養
す
る
た
め
、
塔
の
形
に
作

ら
れ
た
の
が
、
薩
摩
・
大
隅
の
六
地

蔵
塔
の
起
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
方
の
六
地
蔵
は
、
下
方
集
落
の

共
同
墓
地
・
市
成
霊
園
内
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
さ
が
約
２
ｍ
に
も

な
る
大
き
な
も
の
と
、
高
さ
約
50
㎝

ほ
ど
の
小
さ
な
も
の
と
、
２
基
が
建

立
さ
れ
て
お
り
、
塔
身
は
六
角
形
の

形
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
き

な
塔
の
各
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
６
種
類
の
地
蔵
が
彫
刻
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
6
種
類
の
地
蔵

は
安
置
の
方
位
ま
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
小
さ
な
六
地
蔵
に
は
、
六
地

蔵
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

管
理
は
、
中
心
に
な
っ
て
掃
除
や

点
検
な
ど
を
す
る
人
が
い
る
ほ
か
、

墓
参
り
に
来
た
人
は
誰
と
も
無
く
花

を
供
え
る
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
六
地
蔵
に
は
面
白
い
言
い
伝

え
が
あ
っ
て
、
か
つ
て
は「
イ
ボ
」

の
神
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
大
き
な
塔
の
あ
ち
こ
ち
に

は
指
が
入
る
ぐ
ら
い
の
穴
が
数
多
く

見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
穴
に
大
豆
を

つ
め
た
り
し
て
供
え
て
、
イ
ボ
治
療

の
祈
願
を
す
る
風
習
が
最
近
ま
で

残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
で
こ
そ

手
術
な
ど
で
イ
ボ
を
取
り
除
き
ま
す

が
、
当
時
の
信
仰
が
垣
間
見
え
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地
域
の
守
り

神
と
し
て
、
地
域
全
体
で
大
切
に
管

理
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

六
地
蔵
と
は
、
元
々
仏
教
の
概
念

で
、
人
が
死
ん
で
生
ま
れ
変
わ
る

と
言
わ
れ
る
６
つ
の
道
に
現
れ
て
、

人
々
の
苦
し
み
を
救
う
６
種
の
地
蔵

を
あ
ら
わ
す
そ
う
で
す
。

　

諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
地じ

獄ご
く

道ど
う

の
檀だ
ん

陀だ

、
餓が

鬼き

道ど
う

の
宝ほ
う

珠じ
ゅ

、
畜ち
く

生し
ょ
う

道ど
う

の
宝ほ
う

印い
ん

、
修し
ゅ

羅ら

道ど
う

の
持じ

地じ

、
人じ
ん

道ど
う

の

除じ
ょ

蓋が
い

障し
ょ
う

、
天て
ん

道ど
う

の
日に
っ

光こ
う

、
こ
れ
ら
の

各
地
蔵
の
総
称
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
昭
和
58
年
３
月
に
旧
輝

北
町
の
文
化
財
指
定
を
受
け
、
現
在

は
鹿
屋
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
、
輝
北
町
市
成
の「
下
方
の

下し
も
ほ
う方

の

六
地
蔵

市成霊園

↑至 霧島市

←至 輝北天球館

市成出張所

504

輝北町市成
市成霊園内

社会
見学

大人の

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介
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ペット葬祭・霊園
夢 眠
む ー みん

お問い合わせ・ご相談は

（有）池田大仏堂グループ
〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）

http://kanoya-pet.com/http://kanoya-pet.com/

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

たくさんの思い出を
ありがとう。
たくさんの思い出を
ありがとう。

☎0994-45-3400☎0994-45-3400

新生社印刷は、南九州の業界で
唯一のISO27001（ISMS）認証
取得企業です。すべての印刷物を
安心してお任せください！

認証取得
鹿屋・鹿児島・宮崎・ここまる 認定  情報セキュリティマネジメントシステム

私たちはお客様の大切な情報をお預かりする責任と情報資産の保護義務
の観点から、情報セキュリティマネジメントに取り組んでおります。

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34　
TEL 0994（43）2238（代）

URL http://www.shinsei-p.co.jp　E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

ISO27001
ISO 27001

認証取得
（鹿屋・鹿児島・宮崎・ここまる）

認証NO  DAS 53739204/21/l

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町 108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町 14042-8　株式会社  Ligare

24時間
対応
☎0994-44-4440
0120-41-8844

家族葬の池田屋加盟店

ネットで話題の ! テレビで全国放映されました !

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34　
TEL 0994（43）2238（代）

URL http://www.shinsei-p.co.jp　E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

★サンプル以外のデザインも多数取り揃えております★

2018年の年賀状は、年末(2017年12月22日頃)まで受け付け
ております。お気軽にお問い合わせください。
★お年玉付年賀はがきは当社でもご用意できます★

絆をつなぐ、新年のご挨拶に。

承ります
年賀状印刷

ご注文は
お早めに!!

☎0994-43-2238
鹿児島県鹿屋市札元1-22-34お気軽にお問い

合わせください

オリジナルマグカップオリジナルマグカップ
１個からご注文できます !!

ミニサイズ
（子ども用）

通常サイズ

9.5㎝

7.5㎝

プレゼントや
ご自分用に !

使い方
いろいろ
あります!!

お気に入りの
写真で !

ご注文の流れ
①文字原稿・お写真をご用意ください。
　プリント写真・SD・USB・CD
　メールでも OK です。

② マグカップのサイズをお選びください。
２種類ご用意しています。

③お預かりした原稿を元に作成します。

④写真・文字を確認。

⑤マグカップ出来上がり !!

▼

▼

▼

▼

出来あがり前を
確認できます !!

E-mail :kan@shinsei-p.co.jp
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広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
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